
江
戸
人
の
不
思
議
の
場
所

一
そ
の
人
文
主
義
地
理
学
的
考
察
一

内

田

忠

賢

江戸人の不思議の場所（内田）

は
　
じ
　
め
　
に

　
本
稿
の
目
的
は
、
江
戸
後
期
の
江
戸
の
町
人
が
感
じ
て
い
た
「
不
思
議
の

場
所
」
を
記
述
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
不
思
議
の
場
所
」
と
は
妖
怪
現

象
が
発
生
す
る
（
と
人
々
が
感
じ
る
）
空
間
、
つ
ま
り
妖
怪
が
出
現
し
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

霊
験
が
起
こ
る
空
間
で
あ
る
と
、
定
義
し
て
お
く
。
従
来
、
こ
の
空
間
に
対

し
て
若
干
の
民
俗
学
者
が
関
心
を
示
し
た
に
す
ぎ
ず
、
筆
者
が
属
す
る
地
理

学
で
は
最
近
、
水
草
二
朗
が
中
世
説
話
を
史
料
と
し
て
言
及
し
た
に
過
ぎ
な

⑱
。
㍉　
し
か
し
「
不
思
議
の
場
所
」
は
人
文
主
義
地
理
学
膝
掛
B
ρ
巳
ω
諜
。
○
。
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

σq

ｨ
電
の
格
好
の
研
究
対
象
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
妖
怪
現
象
は
想
像
力
の
産

物
で
あ
ヶ
、
そ
れ
を
実
現
す
る
空
間
も
想
像
力
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
、
意
味

付
け
さ
れ
た
空
問
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
あ
る
人
々
は
こ
の
空
間

か
ら
意
味
を
感
じ
取
る
。
ま
た
「
不
思
議
の
場
所
」
は
個
人
の
幻
想
で
あ
る

と
同
時
に
、
彼
と
社
会
的
・
文
化
的
背
景
を
共
有
す
る
人
間
集
団
の
共
同
幻

想
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
共
通
主
観
営
げ
曾
鶏
ど
①
3
三
崎
に
関
わ
る

空
間
に
人
文
主
義
地
理
学
は
強
い
関
心
を
示
し
て
き
た
。

　
こ
こ
で
本
稿
の
意
義
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
人
文
主
義
地
理
学

の
事
例
研
究
で
あ
る
。
こ
の
立
場
の
研
究
は
、
そ
の
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

声
高
で
あ
る
が
、
事
例
研
究
は
少
な
く
、
β
本
に
限
れ
ば
皆
無
に
等
し
い
。

第
二
に
「
記
述
」
に
よ
る
研
究
で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
立
つ
地
理
学
で
は
研

究
者
の
常
識
的
な
「
分
析
」
は
慣
習
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
排
し
、
空
間
や
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

観
の
「
記
述
」
を
最
重
視
す
る
。
本
稿
で
も
「
場
所
」
の
「
記
述
」
を
心
が

け
た
。

①
　
妖
怪
及
び
妖
怪
現
象
に
つ
い
て
小
松
和
彦
の
定
義
を
参
考
と
す
る
。
小
松
は

　
妖
怪
を
「
世
界
に
生
起
す
る
あ
ら
ゆ
る
現
象
・
事
物
を
理
解
し
秩
序
づ
け
よ
う
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と
望
ん
で
い
る
民
俗
社
会
の
人
々
が
も
つ
説
明
体
系
の
前
に
、
そ
の
体
系
で
は

　
十
分
に
説
明
し
え
な
い
現
象
や
事
物
が
出
現
し
た
と
き
、
そ
の
よ
う
な
理
解
し

　
が
た
い
も
の
、
秩
序
づ
け
で
き
な
い
も
の
を
、
と
り
あ
え
ず
詣
示
す
る
た
め
に

用
い
ら
れ
る
語
」
と
定
義
す
る
。
本
稿
で
は
小
松
の
定
義
に
よ
に
る
妖
怪
を

　
「
妖
怪
現
象
」
、
妖
怪
現
象
を
生
む
存
在
を
「
妖
怪
」
と
と
り
あ
え
ず
定
義
す

　
る
。
し
た
が
っ
て
神
仏
に
関
わ
る
奇
蹟
、
す
な
わ
ち
霊
験
も
妖
怪
現
象
に
含
め

る
。
小
松
「
魔
と
妖
怪
」
宮
田
登
編
『
目
本
民
俗
文
化
大
系
四
、
神
と
仏
』
小

　
単
磁
岬
、
　
一
九
入
三
年
、
一
二
四
五
頁

②
　
水
津
一
朗
『
景
観
の
深
層
』
地
人
書
房
、
一
九
八
七
年
、
一
七
五
～
二
五
八

　
頁
⑧
　
人
文
主
義
地
理
学
は
、
景
観
・
空
間
の
感
惜
・
価
値
感
・
想
像
力
な
ど
に
関

　
す
る
側
面
を
研
究
す
る
立
場
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
で
「
場
所
」
と
表
現
す
る
場

　
合
は
人
文
主
義
地
理
学
の
場
所
営
p
8
概
念
を
念
頭
に
置
く
。
詳
し
く
は
拙

　
稿
「
場
所
の
理
解
l
l
尾
一
夏
煽
月
轟
嵩
の
著
作
に
関
す
る
覚
書
一
」
現
代

　
風
俗
研
究
会
編
『
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
・
タ
ゥ
ソ
隔
り
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
八
七

　
年
、
六
八
～
八
一
頁
参
照
。

④
　
筆
者
は
か
つ
て
こ
の
立
場
か
ら
歌
謡
・
説
話
の
解
読
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。

　
拙
稿
「
古
代
日
本
の
国
見
に
関
す
る
一
考
察
」
人
文
地
理
三
七
一
四
、
一
九
八

　
五
年
、
七
七
～
八
五
頁
。

⑤
　
旧
来
の
実
証
科
学
と
は
異
な
り
、
理
論
化
を
目
指
す
こ
と
な
く
本
質
に
迫
る

　
現
象
学
的
な
方
法
論
で
あ
る
。
肉
薄
正
彦
「
人
文
主
義
地
理
学
」
坂
本
英
夫
・

　
浜
谷
正
人
編
『
最
近
の
地
理
学
』
大
明
堂
、
一
九
八
五
年
、
一
一
三
八
～
二
四
六

　
頁

第
一
章
不
思
議
の
場
所
を
め
ぐ
っ
て

前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
議
論
は
日
本
民
俗
学
で
民
俗
空
間
の
聞
題
と
し
て

　
　
　
　
　
①

扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
鵬
矢
は
柳
田
国
男
の
研
究
と
盤
質
付
け
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
柳
田
は
伝
統
的
な
村
落
で
の
妖
怪
現
象
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
特
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

空
間
へ
の
出
現
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　
「
昔
か
ら
妖
怪
は
、
必
ず
路
傍
に
出
て
通
行
人
を
嚇
か
す
の
が
原
則
で

　
　
あ
っ
た
。
つ
ま
り
小
売
商
が
帯
街
に
面
し
て
店
を
開
く
が
ご
と
く
、
怖

　
　
が
る
人
は
す
な
わ
ち
妖
怪
の
花
客
で
あ
っ
た
た
め
で
、
殊
に
峠
と
坂
、

　
　
湯
と
橋
な
ど
は
か
れ
ら
の
業
務
を
行
な
う
に
最
も
適
嶺
な
地
点
で
あ
っ

　
　
た
の
で
あ
る
。
」

　
柳
田
以
降
の
研
究
者
は
こ
の
指
摘
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。
宮
田
登
も
こ

れ
を
受
け
て
、

　
　
　
「
妖
怪
変
化
、
そ
れ
に
伴
う
超
常
現
象
、
神
秘
的
現
象
が
生
じ
や
す
い

　
　
場
所
が
、
民
俗
的
空
間
の
な
か
に
は
存
在
し
て
い
る
。
」

と
し
た
上
で
、
本
稿
で
言
う
「
不
思
議
の
場
所
偏
は
村
落
と
都
市
に
共
通
す

　
　
　
　
　
　
③

る
と
指
摘
す
る
。
と
こ
ろ
が
宮
田
の
所
説
は
時
代
・
地
方
と
も
に
多
様
な
事

例
に
依
拠
し
て
お
り
、
彼
の
一
般
化
に
は
疑
問
が
残
る
。

　
ま
ず
都
市
と
村
落
の
「
不
思
議
の
場
所
」
は
同
じ
で
あ
ろ
う
か
。
宮
田
の

雷
う
よ
う
に
都
市
で
も
辻
・
橋
が
「
不
思
議
の
場
所
」
で
あ
る
か
を
本
稿
で

確
認
し
た
い
。
従
来
、
民
俗
学
者
た
ち
が
念
頭
に
お
い
た
研
究
対
象
は
、
常

民
社
会
、
つ
ま
り
近
世
後
期
の
村
落
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
近
世
後
期

の
大
都
市
江
戸
を
対
象
に
す
る
。
し
か
も
こ
の
時
期
の
江
戸
で
は
人
々
の
妖

116 （918）



江戸人の不思議の場所（内田）

怪
イ
メ
↓
は
非
常
に
豊
富
で
あ
・
た
と
い
や

　
次
に
「
不
思
議
の
場
所
」
を
感
じ
る
主
体
が
従
来
、
不
朔
確
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
下
町
に
住
む
町
人
層
を
念
頭
に
置
く
。
彼
ら
こ
そ
最
も
都
市
的
な

生
活
を
送
る
人
々
で
あ
り
、
豊
富
な
想
像
力
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼

ら
が
生
活
世
界
の
中
で
感
じ
る
妖
怪
は
、
他
の
時
代
に
比
べ
れ
ば
、
権
力
や

差
別
の
象
微
と
言
う
よ
り
は
不
可
思
議
さ
そ
の
も
の
の
表
象
で
あ
る
と
考
え

　
　
⑤

ら
れ
る
。

　
従
っ
て
町
人
の
受
容
し
た
「
不
思
議
の
場
所
」
を
伝
え
る
史
料
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
見
の
限
り
で
は
史
料
と
し
て
世
間
話
と
怪
異
小
説

が
最
適
で
あ
ろ
う
。
巷
説
と
し
て
の
世
間
謡
と
夜
伽
の
際
の
語
り
物
・
読
物

と
し
て
の
怪
異
小
説
は
、
町
人
が
受
容
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
数
少
な
い

在
地
の
口
承
文
芸
史
料
で
あ
る
。
そ
し
て
後
に
詳
し
く
論
ず
る
よ
う
に
世
間

話
は
彼
ら
の
現
実
世
界
の
生
活
感
情
を
、
怪
異
小
説
は
彼
ら
の
空
想
世
界
の

感
覚
を
的
確
に
伝
え
て
い
る
。
語
ら
れ
る
場
を
考
え
る
と
そ
れ
ぞ
れ
が
彼
ら

の
昼
と
夜
の
世
界
を
伝
え
て
い
る
と
早
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ま
た
史
料
と

し
て
従
来
、
後
者
は
ご
く
少
数
の
文
学
研
究
者
以
外
に
は
無
視
さ
れ
る
か
、

両
者
の
性
格
が
異
な
る
に
も
拘
ら
ず
混
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
両
者
を
区
別

し
て
検
討
し
て
こ
そ
江
芦
人
の
感
性
の
一
端
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
「
不
思
議
の
場
所
」
を
検
討
す
る
際
、
空
間
の
レ
ヴ
ェ
ル
を
分
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

こ
れ
は
小
松
和
彦
の
説
得
力
の
あ
る
所
説
を
参
考
に
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ

ば
村
落
の
「
不
思
議
の
場
所
」
は
何
段
階
か
の
空
間
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
対
応
し

て
存
在
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
は
一
種
の
小
宇
宙
を
形
成
し
て
お
り
、
そ

の
中
の
境
界
的
位
置
に
「
不
思
議
の
場
所
」
が
存
在
す
る
。
こ
の
単
位
と
し

て
村
落
で
は
家
屋
と
そ
の
上
位
の
ム
ラ
空
間
が
重
要
で
あ
る
。
従
っ
て
本
稿

で
は
空
間
の
単
位
と
し
て
家
屋
や
都
市
な
ど
に
注
目
し
た
い
。

　
　
①
　
民
俗
空
間
と
は
心
意
的
．
伝
承
的
な
空
間
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
別
稿
で
論

　
　
　
じ
た
。
拙
稿
「
場
所
の
意
味
論
一
畏
俗
学
と
地
理
学
の
接
点
一
」
京
都
罠

　
　
俗
五
、
｝
九
入
七
年
、
四
一
～
五
〇
頁

　
　
②
柳
田
国
男
『
妖
怪
談
義
隠
定
本
柳
田
賑
男
二
四
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
三
年
、

　
　
引
用
は
一
〇
三
頁
。

　
　
⑧
宮
田
登
『
妖
怪
の
雅
俗
学
一
日
本
の
見
え
な
い
空
間
－
隔
岩
波
書
店
、

　
　
　
　
九
八
五
年
、
＝
一
〇
～
｝
六
七
頁
、
引
用
は
｝
二
一
頁
、
ま
た
『
終
宋
観
の

　
　
　
民
俗
学
』
弘
文
堂
、
八
一
～
一
五
二
頁

　
　
④
　
　
野
口
武
彦
『
江
～
P
し
白
墨
夜
行
』
　
ペ
リ
カ
ン
社
、
　
一
九
八
五
な
や
、
　
五
～
一
一
一
一
百
ハ

　
　
⑤
横
井
清
「
妖
怪
た
ち
の
環
境
」
『
月
刊
朝
日
百
科
・
日
本
の
歴
史
＝
二
』
朝

　
　
　
日
新
聞
社
、
一
九
八
六
年
、
五
九
～
六
四
頁

　
　
⑥
　
小
松
和
彦
「
魔
と
妖
怪
」
宮
田
三
編
『
日
本
民
俗
文
化
大
系
四
、
神
と
仏
』

　
　
　
小
学
館
、
一
九
八
三
年
、
四
〇
四
～
四
〇
七
頁

第
二
章
世
間
話
に
み
る
江
戸
の
不
思
議
の
場
所

　
本
章
で
は
、
江
戸
後
期
の
江
戸
人
が
現
実
の
都
市
空
間
の
中
で
感
じ
て
い

た
「
不
思
議
の
揚
所
」
を
早
苗
話
を
史
料
に
記
述
し
た
い
。
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－
　
世
問
話
と
場
所

　
世
間
話
と
は
、
あ
る
時
代
に
生
き
た
人
々
が
同
時
代
に
起
こ
っ
た
出
来
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
墓
つ
い
て
伝
承
し
た
民
話
の
一
形
態
、
で
あ
る
。
こ
の
世
間
話
が
本
章
で

有
効
な
史
料
と
な
る
理
由
を
述
べ
た
い
。

　
世
間
話
は
そ
の
時
代
に
生
き
た
地
域
住
罠
の
想
像
力
、
生
活
感
情
の
諸
相

を
よ
く
反
映
す
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
完
全
な
事
実
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
と
い
う
特
徴
を
世
間
話
は
持
つ
。
そ
の
内
容
は
ま
っ
た
く
の
虚
偽
で
は
な

く
、
何
ら
か
の
事
実
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
。
日
野
龍
央
は
次
の
よ
う
に
述

　
③
べ
る
。

　
　
「
事
実
で
無
け
れ
ば
、
見
知
ら
ぬ
世
界
へ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
あ
り
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
な
い
。
（
世
間
）
咄
の
も
た
ら
す
緊
張
、
恐
怖
は
、
そ
の
世
界
の
確
か

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
ら
し
さ
…
…
」
（
括
弧
内
筆
者
、
傍
点
日
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
ま
た
戸
塚
ひ
ろ
み
は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

　
　
「
単
に
体
験
が
珍
奇
だ
け
で
は
、
徴
間
話
は
成
立
し
な
い
。
そ
の
体
験

　
　
が
な
ん
ら
か
の
意
味
づ
け
を
さ
れ
、
人
の
共
感
を
呼
び
、
は
じ
め
て
世

　
　
間
話
と
な
る
。
…
…
都
市
で
は
刺
激
的
な
事
件
が
続
発
し
、
話
題
が
豊

　
　
饗
す
ぎ
て
、
徴
間
話
は
定
着
す
る
間
も
な
く
、
あ
わ
た
だ
し
く
去
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
め
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
へ
　
　
つ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
へ

　
　
ゆ
く
。
そ
れ
だ
け
に
特
定
の
場
所
や
建
物
に
は
世
間
話
が
引
き
寄
せ
ら

　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
れ
る
」
（
傍
点
筆
者
）

　
世
間
話
に
は
リ
ア
リ
テ
ィ
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
保
証
す

る
役
割
を
世
間
話
と
特
定
の
空
間
の
結
び
付
き
が
果
た
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
「
な
る
ほ
ど
あ
の
場
所
な
ら
妖
怪
が
出
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
人
に

思
わ
せ
る
リ
ア
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
こ
の
ジ
ア
リ
テ
ィ
瑚
ち
伝
承
さ
れ
う
る
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

然
性
の
認
識
は
、
語
る
側
と
聞
く
側
に
共
有
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
世
間
話
で
語
ら
れ
る
「
場
所
」
は
体
験
（
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
）
者
に

と
っ
て
「
場
所
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
世
間
話
を
伝
承
・
受
容
す
る
人
々
に

と
っ
て
も
「
場
所
」
な
の
で
あ
る
。

2
　
史

料

　
本
章
で
参
考
に
す
る
史
料
は
、
日
本
随
筆
大
成
・
日
本
庶
昆
生
活
史
料
集

成
・
江
戸
叢
書
な
ど
に
翻
刻
・
所
収
さ
れ
て
い
る
江
戸
後
期
の
世
間
話
（
特

に
怪
異
諌
・
霊
異
諏
）
か
ら
選
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
世
間
話
の
特
徴
を
整
理
し

て
お
き
た
い
。

1
　
伝
承
者
・
筆
録
者
と
同
時
代
の
出
来
事
で
あ
る
。

2
．
筆
録
者
に
よ
る
内
容
の
改
変
が
無
い
。
例
え
ば
『
耳
嚢
』
の
序
文
で
篁
・

　
　
聖
者
、
根
岸
鎮
衛
は

　
　
「
古
老
の
物
語
は
閑
居
へ
訪
来
の
人
の
雑
談
に
と
ど
ま
り
て
面
白
き
事

　
　
ど
も
…
…
聞
き
し
黒
し
る
し
ぬ
。
市
中
の
鰯
語
な
ど
誠
に
戯
れ
言
な
れ

　
　
ど
、
こ
れ
も
聞
き
し
ま
ま
に
洩
ら
さ
ず
書
き
綴
り
ぬ
。
数
多
き
う
ち
に
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は
偽
の
言
葉
も
あ
り
ぬ
ぺ
け
れ
ど
、
語
る
入
の
偽
は
知
ら
ず
、
見
聞
き

　
　
し
事
を
膚
り
の
儘
に
し
る
し
て
、
余
が
子
弟
に
残
し
置
き
ぬ
。
」
と
記

　
　
　
　
　
⑥

　
　
し
て
い
る
。
文
学
史
的
研
究
に
よ
れ
ば
「
聞
き
し
儘
し
る
し
ぬ
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
う
態
度
は
本
当
ら
し
い
。

3
．
話
中
の
人
物
が
実
在
し
、
実
名
で
記
さ
れ
る
。

4
．
情
報
提
供
者
の
名
前
、
提
供
老
と
事
件
の
体
験
者
と
の
関
わ
り
を
記
す

　
　
場
合
も
あ
る
。
筆
録
者
は
間
接
的
に
話
題
を
採
録
す
る
に
過
ぎ
な
い
が
、

　
　
こ
の
場
合
は
デ
ー
タ
の
信
愚
性
の
高
さ
を
示
す
。

5
．
江
戸
を
舞
台
と
す
る
話
題
が
多
い
。
し
か
も
詳
し
い
地
名
が
記
さ
れ
て

　
　
い
る
の
で
、
徴
間
話
を
伝
承
す
る
人
々
は
特
定
の
地
名
か
ら
あ
る
種
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
を
感
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
五
点
の
な
か
で
2
．
以
外
は
江
戸
人
に
と
っ
て
世
間
話
の
リ
ア
リ
テ
ィ

を
保
証
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3
　
江
戸
の
不
思
議
の
場
所

　
本
節
で
は
江
戸
と
い
う
都
市
の
「
不
思
議
の
場
所
」
を
世
間
話
か
ら
探
る
。

但
し
前
述
の
よ
う
に
「
不
思
議
の
場
所
」
は
様
々
な
空
間
レ
ヴ
ェ
ル
に
対
応

し
て
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
節
で
は
次
の
様
な
空
間
レ
ヴ
ェ
ル

を
設
定
し
、
そ
の
記
述
を
行
う
。

　
ま
ず
空
間
レ
ヴ
ェ
ル
を
家
屋
内
部
と
家
屋
外
部
に
分
類
・
設
定
す
る
。
後

者
で
は
江
戸
と
い
う
都
市
空
間
を
江
戸
人
に
と
っ
て
の
小
宇
宙
と
し
て
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
ま
た
事
例
か
ら
判
断
す
る
と
大
名
屋
敷
な
ど
広
い

屋
敷
地
が
閉
じ
た
空
間
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
屋
敷
地
と
い
う
空
間
は

家
屋
内
部
や
江
戸
と
い
う
空
間
と
レ
ヴ
ェ
ル
を
異
に
し
て
い
る
の
で
、
さ
ら

に
レ
ヴ
ェ
ル
を
設
定
す
る
。
つ
ま
り
以
下
ω
市
中
レ
ヴ
ェ
ル
、
②
屋
敷
地
レ

ヴ
ェ
ル
、
⑧
家
屋
レ
ヴ
ェ
ル
と
い
う
三
段
階
の
空
間
に
分
類
し
て
「
不
思
議

の
場
所
」
を
記
述
す
る
。

ω
　
市
中
レ
ヴ
ェ
ル

　
江
戸
の
人
々
が
六
ヶ
所
の
大
木
戸
よ
り
外
側
に
容
易
に
出
ら
れ
ぬ
こ
と
は

周
知
の
事
実
で
あ
る
。
反
対
に
「
江
戸
払
い
」
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
江

戸
に
入
る
こ
と
も
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
ま
し
て
町
人
は
神
田
・
日
本
橋
を

中
心
と
す
る
下
町
に
住
み
、
彼
ら
の
日
常
的
な
生
活
圏
は
下
町
を
越
え
な
か

っ
た
と
言
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
町
人
に
と
っ
て
江
戸
市
中
は
閉
じ
た
小
宇

宙
と
感
じ
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。

　
本
小
節
で
は
、
江
戸
市
中
の
ど
の
地
区
に
怪
異
課
・
霊
異
謳
が
多
く
伝
え

ら
れ
て
い
る
か
、
つ
ま
り
江
戸
市
中
で
の
江
　
戸
人
が
感
じ
る
「
不
思
議
の
場

所
」
を
問
題
と
す
る
。
最
近
、
村
落
空
間
を
ム
ラ
人
に
と
っ
て
の
小
宇
宙
と

し
て
理
解
す
る
民
俗
空
間
論
が
人
類
学
・
民
俗
学
の
分
野
で
議
論
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

る
が
、
本
小
節
の
視
点
は
こ
こ
か
ら
発
想
を
得
て
い
る
。
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以
上
の
問
題
意
識
で
考
察
を
進
め
る
た
め
に
適
切
な
史
料
は
、
、
ほ
ぼ
同
質

で
数
多
く
の
事
例
を
抽
出
で
き
る
も
の
が
望
ま
し
い
。
管
見
の
限
り
で
は
先

に
触
れ
た
『
耳
嚢
』
が
最
も
適
当
だ
ろ
う
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
対
象
と
な

る
事
例
は
六
六
例
（
第
1
表
）
あ
る
が
、
事
例
の
抽
出
の
際
、
．
次
の
二
点
に

留
意
し
た
。

　
ま
ず
市
中
レ
ヴ
ェ
ル
で
議
論
す
る
た
め
、
地
名
比
定
が
出
来
な
い
事
例
は

　
　
　
⑪

除
外
し
た
。

　
次
に
世
間
話
が
伝
え
る
情
報
に
つ
い
て
で
あ
る
。
世
間
話
に
含
ま
れ
る
怪

異
課
・
霊
異
課
は
、
大
ま
か
に
状
況
（
時
刻
・
天
候
・
地
点
な
ど
）
・
現
象

・
説
明
（
体
験
者
・
伝
承
老
の
現
象
に
対
す
る
、
後
の
解
釈
）
の
三
情
報
か

ら
成
っ
て
い
る
。
本
章
は
状
況
と
現
象
の
関
連
に
着
目
し
て
い
る
。
説
明
部

分
を
軽
視
し
た
理
由
は
、
こ
の
鵠
分
を
伴
わ
な
い
世
闘
話
が
多
い
こ
と
、
江

戸
人
が
真
に
不
可
思
議
と
思
っ
た
の
は
現
象
の
部
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。

　
以
上
の
手
続
き
で
、
第
1
～
3
図
を
作
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
図
か
ら
読
み

取
れ
る
傾
向
を
略
述
す
る
。

〈
全
体
的
傾
向
〉
　
　
世
間
話
の
伝
承
主
体
た
る
町
人
は
神
田
・
田
本
橋
を

中
心
と
す
る
下
町
を
日
常
的
な
生
活
空
読
と
し
て
い
る
。
　
一
方
、
「
不
思
議

の
場
所
」
は
下
町
（
中
心
部
）
を
取
り
巻
く
周
縁
部
に
分
布
す
る
。
第
1
表

で
は
江
戸
よ
り
外
側
の
近
郊
地
区
の
事
例
を
含
ん
で
い
な
い
が
、
史
料
の
中

で
こ
れ
に
該
当
す
る
事
例
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
ち
な
み
に
怪
異
課
・
霊
験
諌

以
外
の
一
般
の
世
間
話
は
下
町
の
話
題
が
多
く
、
江
戸
近
郊
の
話
題
は
非
常

に
少
な
い
。
ま
た
町
人
が
気
軽
に
物
見
遊
山
に
ゆ
く
名
所
は
江
戸
の
周
縁
部

に
多
く
位
置
す
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
彼
ら
が
周
縁
部
に
非
日
常
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

な
空
間
を
求
め
、
感
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
「
不
思
議
の
場
所
」
は
江
戸
の
耽
半
に
比
較
的
に
多
く
分
布
す
る
傾

向
も
あ
る
。
一
般
の
世
間
話
も
『
耳
嚢
』
の
場
合
、
北
半
を
舞
台
と
す
る
も

の
が
多
い
感
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
傾
向
は
「
不
思
議
の
場
所
」
の
本

質
と
は
必
ず
し
も
関
わ
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
『
号
鐘
』
に
共

通
す
る
性
格
を
持
つ
別
の
史
料
『
甲
子
夜
話
』
（
一
九
世
紀
初
頭
、
松
浦
静

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

山
筆
録
）
を
検
討
す
る
。
こ
の
史
料
に
よ
る
事
例
は
一
二
例
に
過
ぎ
ず
、
現

象
も
多
様
だ
が
因
「
不
思
議
の
場
所
」
は
江
戸
の
東
北
部
に
偏
在
す
る
こ
と

が
容
易
に
判
る
　
（
第
4
図
）
。
　
こ
の
史
料
の
他
の
世
間
話
も
江
戸
城
や
筆
録

者
の
屋
敷
付
近
な
ど
江
戸
の
東
北
部
を
舞
台
と
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
こ

と
か
ら
世
間
話
の
情
報
源
の
場
所
的
な
偏
り
が
推
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
筆
録

者
及
び
情
報
提
供
者
の
交
際
・
行
動
範
囲
な
ど
の
偏
り
で
あ
る
（
以
下
第
1

～
4
図
、
参
照
）
。
『
糧
嚢
』
の
筆
録
者
、
根
岸
鎮
衛
は
南
町
奉
行
所
ム
丸
の

内
）
に
勤
務
、
ま
た
『
耳
嚢
』
の
大
部
分
を
執
筆
し
た
と
さ
れ
る
彼
の
屋
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
神
田
駿
河
台
表
猿
楽
町
に
あ
っ
た
。
一
方
、
松
浦
静
山
の
上
屋
敷
は
浅
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

元
鳥
越
町
、
下
屋
敷
は
本
所
中
ノ
郷
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
根
岸
は
江
…
戸
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第
1
表
　
『
耳
嚢
』
に
み
る
江
戸
の
怪
異
・
霊
験

巻
賭
弓
時
刻
［

地

名

（
現
地
名
）

一

閲

「

現

象

説

明

1
　
怪
異

？

仙
台
河
岸
…
伊
達
侯
蔵
量
敷
佐
賀
二
丁
目
（
切
）

堀

「

一
言
が
現
わ
れ
・
．

盤
験

（
夜
）

浅
草

㎜
大
た
ん
ぼ

千
來
三
丁
目
（
切
）

一

大
火
の
混
乱
の
中
で
救
い
出
さ
れ
る
　
　
神
仏
の
助
け
給
へ
る
な
ら
ん

怪
異

？

小
日
向
あ
た
り

一

屋
敷

門
前

怪
僧
が
他
人
の
筆
認
能
力
を
僧
り
る

2
　
　
　
　
〃

朝

山
王
永
田
馬
場
あ
た
り

平
河
二
丁
目
（
切
）

大
名
醗
敷

庭

蛇
が
天
に
昇
る
〔
雲
・
爾
〕

tr

tt

赤
坂

置

i

大
名
歴
遊

庭

lt

tt

tt

噂ト

之

一

大
名
屋
敷

庭

tt

tt

昼

駒
込
あ
た
り

一

量
敷

母
親
が
猫
の
姿
に
な
る

猫
の
つ
い
た
と
い
う
看
の
由

3
　
　
　
　
〃

夜

番
町

…

量
敷

大
藪

鶴
（
ま
み
）
と
い
う
妖
獣
（
妖
怪
）

（
い
か
な
る
も
の
な
る
や
）

霊
験

？

浅
草

新
堀
の
川
端
　
　
不
明

i

大
火
の
混
乱
の
中
で
救
い
出
さ
れ
る

一
心
に
償
仰
を
な
す
所
に
は
奇
特
も
あ

る
も
の
な
り

怪
異

4
　
　
　
　
〃

？黄
昏

（
芝
）

西
久
保

西
久
保
巴
・
桜
川
町
（
切
）

大
名
屋
敷

庭

鰻
蕃
が
遼
く
の
虫
を
吸
い
付
け
る

年
経
し
纂
の
人
気
を
吸
わ
ん
も
窒
燦
な

ら
ず

21

？

上
野
　
　
…
　
　
　
　
　
一

1

寺
院

「
庭

蝦
嬰
が
馳
に
気
を
吹
ぎ
、
と
か
す

〃

？

牛
込

南
・
北
龍
伏
町

寺
院

「
庭

猫
が
人
語
を
話
す

〃

夜

番
町
馬
場
の
近
所

一
番
町
（
切
）

四
辺
打
ち
は
れ
た
る
道

妖
怪
に
会
う

〃

？

　
　
　
　
　
｝
（
干
住
）
　
嚢
離

皐
住
三
百
　
　
丁

一

娘
に
狐
が
長
き
礼
を
酬
う

〃

？

本
郷
あ
た
り

i
　
　
　
　
一
大
護
敷
一

稲
荷
の
大
鼓
の
修
理
四
顧
人
が
不
明

狐
な
ど
の
し
わ
ざ
や

匿

tt

黛

番
町

1

霊
験

？

目

黒
不
動

一

怪
異

？

麻
布
辺

「　炉　騨　P

一

興
敷

納
戸

小
児
が
納
戸
で
消
え
、
三
日
後
納
戸
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
か
な
る
ぶ
に
て
あ
り
し
や
）

現
わ
れ
る

一

門
番
が
悪
購
を
行
な
う
た
び
に
、
眼
を

病
む

仏
罰
を
受
け
し
な
り

量
敷

「

娘
が
原
国
不
明
で
妊
娠
　
腹
申
よ
り
声
　
（
い
か
な
る
も
の
や
）
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石
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番
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葦
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本
郷
五
丁
具
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寧
後
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丁
目
早
寒
敷

一
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一
屋
敷

一
不
明
1 1 i

小
石
川
二
丁
具
塑

新
黒
三
丁
只
琶

習
妻
橋
子
三
丁
具
翅

1 i 1
改
代
町

原 道
導
町
置

屋
敷
町
量
1 匿

敷
大
名
屋
敷

麗
敷
大
名
醗
敷

町
屋
川
端 」

E 町
屋
町
麗

庭 一
院
雇 庭 庭

か
ま
ど

起つ

ｪむ
tじ
ｭ風
ﾉ
巻
ぎ
込
ま
れ
た
子
供
に
足

鷺眼「）ひ腰

ﾆよ
ﾂりL下

ﾌは
ﾓ見
�ｦ
iず
蛛f
ｫ貌
ﾈ大
驍ｫ
ｱな
｢る

狸
が
下
女
に
化
け
る

狸
の
怪

山
伏
が
来
て
火
窺
を
次
套
旧
式
す
乾

庖
瘡
を
病
む
小
児
が
予
嘗
等
を
語
る

稲
荷
の
澗
を
移
し
て
も
ゴ
歪
罠
る

猫
が
語
を
話
す

幻
僧
が
妙
薬
を
激
え
た
毎
消
え
る

行狐

ﾈが
､子
氓
�
B
し
殺
す
と
枇
’
養
轡
を

庭
石
が
鳴
動
す
る

て下
髀翌

ﾉ
愚
き
も
の
が
起
こ
り
予
書
を
当

狐
が
夢
の
中
で
報
恩
す
る

庖
癒
を
病
む
小
児
が
予
欝
を
当
て
る

夢
に
見
た
水
神
鎌
を
祭
り
繁
盛

を夫

ﾕの
闌ｩ
ﾉた
ｷ面
ｪ
嚢
の
夢
に
現
わ
蔓
面

偶
然
が
重
馨
て
命
び
ろ
い
を
す
る

物修

�ｱ
ﾝを
､冷
ｭ
あ
し
巳
た
鋒
夜
具
が

はか

ﾋま
�ﾇ
驍ﾌ
?
か
ら
坊
主
が
手
を
繊
k

あか
閧ﾜ
ｵい
竄ｽ
ｿ
と
い
え
る
嘆
風
の
内
に

古
狸
に
て
あ
り
し

一 狸
貧
た
ず
ら
に
や
あ
ら
ん

るい

ﾉず
竄齧
癒
に
は
鬼
神
の
よ
る
所
も
あ
�

は
霊
獣
ゆ
え
か
く
な
し
け
る
�

�� 、
雇
で
切
腹
を
し
た
抱
�

つ
き
し
�

狐る

Kる
dに
b渠
ﾌじ
ﾞぬ
@、る

ｳも
Sあ
ﾌる
ｬら
凾�
Mに奪

�

神
を
夢
み
霊
若
を
得
し
�

颪
を
得
て
幸
い
あ
れ
�

膏
の
利
糞
知
音
の
儒
切
�

験
愈
懇
執
蔚
�

残
り
し
や

22 924）



江戸人の不思議の場所（内瞬）

89

tt
怪
異

ltlt ttrtttttlt

暮
れ
過
ぎ

馨
れ
合
い

夜tf 昼？？夜9

tt

？

rt

？

rl

夜

tt

？

一
霊
塾

？

10

怪
異

tttttr

9
・

？9
・夜

本
郷

皿
桜
の
馬
場

内
藤
宿
（
辺
）

牛
込

音
羽
町

　．　　・　　・　　囑　　F

虎
の
御
門
…

内
藤
宿

　，　甲　曝・　P

浅
草

開
白

…
叢
溢

水
神
橋

大
久
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湯
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吉
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新
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虎
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門

i一
目
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一

市
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…
塒
田
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窪

丁
旧
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駒
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奮
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牛
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…
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・
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町
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蜍
v
保
著
・

浅
草

…
田
園
（
幸
竜
専
）

神
田

浅
草

（
大
久
保
）

日
本
橋

…………………… 佐
久
間
町

元
鳥
越
町

戸
山
麗
敷

左
内
町

千
束
？

…
浅
草
鳥
越
町
（
切
）

喜
久
井
町
・
戸
出
町
（
切
）

日
本
橋
㎝
丁
目
（
明
）

馬
場

遺
・
屋
敷

屋
敷

ーー醗
敷

胴
上
・
門
上

橋大
名
屋
敷

大
名
屋
敷

大
名
屋
敷

匿
敷

i町
屋

町
醗

大
名
屋
敷

町
屋

庭
流
し
元

庭庭庭

狸
が
娘
に
化
け
、
心
中
を
煎
る

道
に
迷
い
、
油
を
盗
ま
れ
る
。

う
狸
が
い
る
。

暮
こ
摯

詐
壱
謹
口

狸
が
老
女
に
化
け
る
。

麦
飯
を
食
べ
た
客
が
鰻
釣
り
を
戒
め
る
。

鰻
の
腹
中
に
麦
飯

tt

小
豆
を
洗
う
膏
が
す
る
が
、
姿
は
な
い

火
の
よ
う
な
も
の
が
天
に
昇
る

雨
〕

〔
翼
・

女
の
姿
が
消
え
る
、

も
消
え
る

釣
り
の
獲
物
（
鰻
）

夢
に
彰
翁
が
現
わ
れ
稲
荷
移
転
を
比
め

る
。
稲
荷
に
札
が
あ
る
。

rt

　
本
の
松
の
よ
う
な
も
の
が
炎
を
出
し

天
に
昇
る
。
〔
翼
講
〕

石
が
馬
に
化
け
て
走
る

杏
樹
が
血
や
煙
を
出
す

狸
は
人
を
欺
き
迷
わ
す
（
そ
の
性
魯

鈍
な
る
）

ま
さ
し
く
狐
狸
に
た
ぶ
ら
か
さ
れ
し
な

ら
ん
。
憎
き
奴
が
仕
業
な
り

古
き
狸
な
り
し

小
豆
洗
い
と
い
え
る
怪
、

な
り

こ
れ
藻
の
怪

潜
竜
上
天

　
　
　
た
ぶ
ら

全
く
狐
に
翫
か
さ
れ
し
な
ら
ん
。

昇
竜

年
古
き
化
け
杏
樹

夢
中
に
猿
が
頭
痛
を
令
す

一
祈
騨
・
ざ
・
芒

瀟
好
き
の
父
親
の
酒
が
消
え
る
。

惣
も
の
（
狐
か
）
が
起
る

嫁
に

lt

小
社
に
邪
神
が
封
じ
こ
め
ら
れ
る

嬰
に
愚
き
も
の
（
狐
か
）
が
起
こ
り
、

と
と
も
に
病
死

母

霊
気
狐
を
頼
み
過
美
を
止
め
し
纂

「

lt

み
だ
り
に
口
説
に
か
け
て
は
お
し
ぎ
品

を
先
代
封
じ
、
社
に
崇
め
給
ふ
。

狐
選
り
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劉坂

中
二
部
量

松
を
移
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

す
る
と
移
せ
た
。

説
轡

夢
に
大
黒
天
が
現
わ
れ
、
貧
春
が
金
を

得
る

怪
物
（
怖
ろ
し
き
坊
主
や
う
の
も
の
）
が

現
わ
れ
倉
を
守
る

女
が
戸
袋
よ
り
現
わ
れ
消
え
る

大
工
に
狐
が
愚
く

古
石
が
人
藷
を
話
す

「
火
玉
獣
よ
う
の
も
の
」
走
り
魑
り
、

木
よ
り
天
に
昇
る

妖
怪
が
人
に
化
け
遊
ぶ

麗
台
か
ら
油
揚
が
消
え
る

見
知
ら
ぬ
者
達
が
騒
ぐ
。
見
る
と
消
え

一
〇

非
清
と
い
え
ど
松
樹
不
思
議

大
黒
を
祈
り
て
福
を
得
し
邦

古
来
よ
り
右
倉
内
に
怪
物
あ
り

石
魂
あ
り
て
か
く
あ
り
し
や

雷狸
の
化
け
来
り
に
に
違
い
な
し
と
や

全
く
狐
の
仕
菜
な
る
べ
し

全
く
猫
の
仕
業
な
る
べ
し

（
注
）
　
現
地
名
の
比
定
に
に
い
て
、
①
現
地
名
も
同
じ
場
合
は
一
で
衷
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
現
地
名
に
遺
称
が
無
い
場
含
比
定
に
利
用
し
た
デ
ー
タ
を
明
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
　
（
切
）
”
『
慕
永
・
慶
応
江
戸
切
絵
図
』
（
罷
張
屋
版
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
）
“
明
治
一
四
年
迅
速
二
万
分
の
一
地
形
図

北
半
の
、
松
浦
は
江
戸
東
北
部
の
情
報
を
得
易
か
っ
た
こ
と
が
判
る
。
つ
ま

り
『
鞍
置
』
に
お
け
る
「
不
思
議
の
場
所
」
の
偏
在
は
そ
の
本
質
と
無
関
係

と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

〈
第
1
図
　
霊
験
〉
　
　
霊
験
が
起
こ
っ
た
地
点
は
浅
草
付
近
に
集
中
し
て

　
⑯
い
る
。
し
か
も
そ
の
霊
験
諏
は
浅
草
観
音
の
御
加
護
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
話

が
多
い
。
他
の
二
例
も
有
名
寺
社
付
近
で
あ
る
。
有
名
寺
社
付
近
は
聖
域
と

考
え
ら
れ
、
奇
跡
を
伝
え
る
霊
験
諏
は
生
ま
れ
や
す
く
、
逆
に
霊
験
諌
の
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

積
に
よ
り
聖
域
性
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
霊
験
の
起
こ
る

「
不
思
議
の
場
所
し
は
浅
草
な
ど
有
名
寺
社
付
近
で
あ
る
と
江
戸
人
は
感
じ

て
い
た
の
だ
ろ
う
。

〈
第
2
図
　
置
き
も
の
〉
　
　
人
間
が
ト
ラ
ン
ス
状
態
に
な
り
奇
跡
を
起
こ

す
、
い
わ
ゆ
る
愚
き
も
の
の
発
生
地
点
は
下
町
に
集
中
す
る
。
憂
き
も
の
の

現
象
の
多
く
は
狐
が
装
い
て
い
る
と
「
説
明
渡
さ
れ
る
揚
合
が
多
い
が
、
現

象
と
し
て
は
人
間
社
劣
病
訴
象
の
ひ
と
つ
で
あ
如
・
合
密
度
の
低
い
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江戸入の不思議の場所（内田）

山
手
の
大
名
屋
敷
・
武
家
屋
敷
の
地
区
で
溶
き
も
の
が
ほ
と
ん
ど
伝
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

な
い
こ
と
も
こ
れ
を
裏
付
け
る
。
従
っ
て
愚
き
も
の
の
「
不
思
議
の
場
所
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
人
が
密
集
す
る
下
町
で
あ
る
と
江
戸
人
が
感
じ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

〈
第
3
図
　
動
物
な
ど
の
怪
〉
　
　
狐
や
狸
が
人
間
に
化
け
る
、
猫
や
石
が

人
間
の
言
葉
を
話
す
な
ど
の
怪
異
は
、
一
括
し
て
「
動
物
等
の
怪
」
と
し
て

扱
っ
た
。
こ
の
分
布
は
第
2
図
と
は
反
対
に
山
手
（
武
蔵
野
台
地
）
の
台
地

端
・
台
地
上
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
土
地
利
用
は
大
名
屋
敷
・
旗
本
屋
敷
な
ど

が
広
が
り
、
民
家
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
開
発
以
前
の
自
然
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

屋
敷
地
に
取
り
込
ま
れ
な
が
ら
も
相
当
残
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
人

が
台
地
端
・
台
地
上
の
大
名
屋
敷
に
「
不
思
議
の
場
所
」
を
感
じ
る
理
由
と

し
て
、
次
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
人
々
が
狐
や
狸
に
妖
怪
イ
メ
…
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
持
っ
て
お
り
、
大
名
屋
敷
の
庭
は
そ
の
生
息
地
で
あ
っ
た
こ
と
、
次
に
大

名
屋
敷
な
ど
に
町
人
は
容
易
に
入
る
こ
と
が
出
来
ず
、
未
知
の
領
域
で
あ
っ

た
こ
と
、
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
未
検
討
の
事
例
が
あ
る
が
、
現
象
が
多
様
で
あ
り
、
事
例
数
も

少
な
い
の
で
市
中
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
傾
向
は
指
摘
で
き
ず
省
略
し
た
。

〔
②
　
屋
敷
地
レ
ヴ
ェ
ル

　
江
戸
人
が
大
名
屋
敷
付
近
で
奇
妙
な
気
分
に
襲
わ
れ
る
こ
と
は
当
時
よ
く

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
「
夜
五
つ
時
頃
に
は
神
楽
坂
よ
り
牡
丹
屋
敷
と
い
ふ
所
を
通
る
時
、
そ

　
　
ぞ
ろ
に
お
そ
ろ
し
く
覚
え
て
…
…
し
（
嘉
永
年
間
、
鈴
木
桃
野
筆
録
『
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
古
の
う
ら
が
き
』
巻
一
）

　
そ
し
て
大
名
屋
敷
の
中
で
動
物
な
ど
の
怪
が
し
ば
し
ば
起
こ
る
こ
と
は
前

述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
「
右
近
辺
に
屋
敷
の
内
、
狸
の
怪
あ
り
し
」
　
（
『
耳
嚢
』
巻
七
老
僕
奇

　
　
談
事
）

屋
敷
地
の
中
で
と
り
わ
け
庭
園
お
よ
び
庭
園
に
付
随
す
る
林
地
で
動
物
な
ど

の
怪
が
お
こ
る
こ
と
は
、
多
く
の
世
間
話
が
伝
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
そ
れ
は

第
－
表
の
「
場
所
」
の
項
鼠
を
見
て
も
明
か
で
あ
る
。
当
時
の
大
名
・
旗
本
屋

敷
な
ら
敷
地
の
半
分
以
上
、
山
手
の
大
名
下
屋
敷
に
い
た
っ
て
は
敷
地
の
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

部
分
が
庭
園
・
林
地
で
あ
っ
た
。
し
か
も
庭
園
は
江
戸
式
と
呼
ば
れ
る
山
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

を
模
し
た
様
式
で
、
台
地
端
の
麓
や
林
地
を
巧
み
に
利
用
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　
　
「
屋
敷
内
不
陸
（
平
で
な
い
）
に
て
、
山
あ
り
谷
あ
り
け
る
が
、
熊
笹

　
　
お
ひ
し
げ
る
…
…
」
（
『
耳
嚢
』
巻
八
、
久
貝
氏
狸
を
切
る
事
、
括
弧
内

　
　
筆
者
）

　
　
「
屋
敷
は
半
ば
山
…
…
」
（
『
耳
嚢
』
巻
一
〇
非
情
と
い
へ
ど
も
松
樹
不

　
　
思
議
の
事
）

屋
敷
地
は
こ
の
よ
う
な
状
況
な
の
で
、
狐
や
狸
な
ど
人
間
と
共
生
可
能
な
動

物
が
生
息
し
た
の
だ
ろ
う
。
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さ
ら
に
羅
園
の
中
で
も
築
山
が
「
不
思
議
の
場
所
」
の
中
心
地
点
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
「
石
川
阿
波
守
と
し
て
御
留
守
居
を
勤
け
る
比
、
道
家
へ
立
入
し
茶
師

　
　
山
上
源
兵
衛
と
い
へ
る
者
有
し
。
狐
寝
た
る
を
驚
か
し
け
る
事
有
し
由
。

　
　
二
日
阿
波
守
坊
主
若
侍
共
、
屋
敷
の
切
戸
庭
面
掃
除
な
し
居
た
り
け
る

　
　
が
、
ひ
と
つ
の
狐
築
山
の
陰
よ
り
出
て
、
築
山
の
脇
に
露
次
を
出
て
無

　
　
程
山
を
、
源
兵
衛
に
化
け
た
る
ぞ
、
衷
よ
り
來
り
な
ぱ
補
え
て
正
躰
顕
せ

　
　
と
て
、
棒
箒
杯
引
提
内
玄
関
へ
廻
り
し
に
、
誠
の
源
兵
衛
中
の
口
よ
り
例

　
　
の
通
り
上
り
け
る
…
…
」
（
『
浮
嚢
』
隈
笹
、
狐
即
座
に
仇
を
報
ず
る
事
）

　
　
「
（
飼
犬
が
狂
気
の
様
子
な
の
で
）
祭
酒
公
あ
や
し
み
玉
ひ
て
、
縁
の

　
　
端
に
出
て
其
様
を
見
受
ふ
に
も
の
な
し
、
蓮
池
の
あ
な
た
な
る
築
山
の

　
　
上
狐
に
あ
り
、
心
を
付
て
み
れ
ば
、
此
狐
が
お
と
が
い
（
下
顎
）
さ
し

　
　
向
て
み
れ
ば
、
東
に
向
へ
ば
犬
東
へ
走
り
、
西
に
向
け
ば
西
に
走
る
に

　
　
て
ぞ
あ
り
け
る
。
こ
れ
は
希
有
の
こ
と
よ
と
見
る
ま
に
、
犬
は
走
り
つ

　
　
か
れ
て
こ
な
た
に
倒
れ
て
伏
し
け
り
、
暫
く
し
て
築
山
な
る
狐
は
、
お

　
　
そ
る
る
色
も
な
く
、
従
者
が
投
即
し
食
物
を
飽
ま
で
た
ふ
べ
て
走
り
け

　
　
り
…
…
（
家
来
が
行
方
不
明
な
の
で
）
あ
ち
こ
ち
尋
ね
さ
す
る
に
行
衛

　
　
な
し
…
…
築
山
の
陰
な
る
す
す
き
の
生
茂
り
た
る
巾
に
、
前
後
も
し
ら

　
　
ず
眠
り
伏
た
り
、
こ
は
先
の
狐
が
な
せ
る
わ
ざ
に
疑
ひ
な
し
と
て
、
お

豊
～
再
そ
れ
あ
く
愚
人
も
多
か
め
け
れ
ぜ
．
一
．
．
一
．
」
へ
『
仮
古
の
う
ら
が
音
』
巻
斗
、

　
　
括
弧
内
筆
者
）

両
方
の
世
間
話
と
も
狐
が
霊
力
を
発
揮
す
る
地
点
と
し
て
「
築
山
」
を
記
し

て
い
る
。
ま
た
後
者
の
話
で
築
山
に
「
狐
の
穴
」
が
あ
る
と
付
け
加
え
ら
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
築
山
は
狐
が
生
息
す
る
空
間
で
あ
り
、
人
間
に
と
っ
て
の

「
不
思
議
の
場
所
」
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
屋
敷
地
レ
ヴ
ェ
ル
の
「
不
思

議
の
場
所
」
は
「
大
名
屋
敷
な
ど
↓
庭
園
↓
築
山
」
と
ズ
…
ム
イ
ン
す
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
「
築
山
」
に
何
ら
か
の
意
味
が
潜
む
こ
と
も
考
え

　
　
⑳

ら
れ
る
。

　
さ
て
管
見
の
史
料
で
は
江
戸
後
期
の
江
戸
に
お
い
て
村
落
モ
デ
ル
の
「
不

思
議
の
場
所
」
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
第
1
表
で
も
橋
が
「
不
思
議
の

場
所
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
一
例
（
巻
八
）
を
掌
る
の
み
で
あ
る
。
宮
田
登
は

江
戸
に
関
し
「
崖
の
ふ
ち
や
坂
の
途
中
な
ど
に
は
や
は
り
怪
異
空
間
が
存
在

す
る
」
と
か
「
坂
を
通
過
す
る
隣
、
他
界
（
異
界
）
感
覚
に
触
れ
る
」
と
述

べ
る
。
し
か
し
坂
が
異
界
と
し
て
存
在
す
る
な
ら
坂
一
身
と
い
う
単
純
な
認

識
だ
け
で
な
く
、
台
地
端
で
の
大
名
屋
敷
の
存
在
や
狐
・
狸
の
生
息
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

多
様
な
状
況
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

③
家
屋
レ
ヴ
ェ
ル

　
次
に
家
屋
を
小
宇
笛
と
し
て
捉
え
た
場
合
の

す
る
。

「
不
思
議
の
揚
餅
」
を
検
討
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「
（
八
歳
に
な
る
娘
が
）
納
戸
の
内
に
鉄
入
り
し
を
、
乳
母
は
直
に
立

　
　
て
納
戸
へ
押
し
つ
づ
き
立
入
し
に
、
娘
の
行
方
な
し
と
の
由
奥
方
へ
し

　
　
か
じ
か
と
か
た
り
、
家
中
驚
き
て
雪
隠
物
置
は
ゆ
ふ
に
不
及
、
屋
敷
中

　
　
く
ま
な
く
捜
せ
共
し
れ
ざ
れ
ば
…
…
三
日
目
に
納
戸
の
方
に
て
右
娘
の

　
’
曝
し
て
泣
し
故
、
捜
し
け
れ
ど
も
見
へ
ず
。
雌
器
に
て
泣
聲
せ
し
故
敏

　
　
出
み
れ
ば
右
娘
成
故
…
…
右
の
二
子
を
尋
問
し
に
、
一
向
不
魔
由
を
右

　
　
小
女
の
い
ひ
し
が
、
い
か
な
る
事
に
て
あ
り
し
や
」
（
『
耳
嚢
』
巻
四
、

　
　
小
児
行
衛
を
暫
く
失
ふ
事
、
括
弧
内
筆
者
）

　
こ
れ
は
「
納
戸
」
で
少
女
が
消
え
た
こ
と
を
伝
え
る
。
類
似
の
話
は
、

「
厩
」
で
男
が
消
え
、
二
〇
年
後
「
剛
」
か
ら
男
が
昔
と
同
じ
服
装
で
現
れ

た
話
（
『
耳
嚢
』
巻
五
、
二
〇
年
を
経
て
帰
り
し
者
の
事
、
但
し
こ
れ
は
江

州
八
幡
の
話
）
が
あ
る
。

　
　
、
「
本
所
に
て
御
馨
師
に
て
数
原
宗
徳
と
い
へ
る
人
の
屋
敷
に
、
古
津
よ

　
　
り
右
倉
内
に
怪
物
あ
り
、
藏
内
よ
り
物
を
取
出
島
節
も
其
度
々
、
断
候

　
　
て
取
磁
し
候
由
。
断
ざ
る
時
は
甚
だ
不
宜
由
。
…
…
或
年
類
焼
の
節
、

　
　
藏
は
残
り
し
が
、
家
來
の
内
、
何
程
平
臼
は
断
の
上
、
物
の
出
入
い
た

　
　
し
候
共
、
’
非
常
の
節
は
何
か
く
る
し
か
る
べ
き
、
焼
場
故
、
臥
所
も
無

　
　
之
蓮
、
土
藏
の
内
へ
入
、
物
を
片
付
、
其
所
に
臥
り
し
に
、
暫
く
あ
り
、

　
、
こ
え
如
何
に
も
怖
し
き
坊
主
様
の
も
の
出
て
、
兼
ね
て
の
極
め
を
破
り

　
　
藏
内
ド
へ
立
入
、
内
・
殊
無
尽
に
も
謀
り
し
事
の
憎
さ
よ
、
命
を
も
年
取
な
れ

　
　
ど
も
、
か
か
る
非
常
の
せ
つ
故
此
度
は
ゆ
る
す
な
り
、
以
来
決
し
て
立

　
　
入
間
敷
旨
申
け
る
故
、
右
家
來
は
大
い
に
恐
れ
て
早
々
　
出
し
と
や
。

　
　
年
々
極
め
あ
り
て
、
照
臨
な
ど
い
た
し
け
る
。
（
『
島
々
』
巻
一
〇
、
怪

　
　
倉
の
事
）

　
こ
の
数
原
屋
敷
の
怪
は
『
遊
暦
雑
記
』
（
一
八
世
紀
後
半
、
十
方
庵
筆
録
）

に
も
「
本
所
数
原
氏
石
鹸
の
妖
怪
」
（
二
子
下
、
七
三
話
）
と
し
て
記
さ
れ

⑳る
。
そ
の
他
『
耳
嚢
』
に
限
っ
て
も
町
屋
の
「
竈
」
か
ら
の
坊
主
姿
の
妖
怪

が
毎
夜
現
れ
る
話
（
巻
五
、
怪
階
の
事
）
、
コ
　
袋
」
か
ら
女
が
現
れ
た
話

（
巻
一
〇
、
募
斎
新
宅
怪
談
の
事
）
な
ど
が
あ
る
。

　
家
屋
レ
ヴ
ェ
ル
の
「
不
思
議
の
場
所
」
は
納
戸
・
倉
・
鷹
な
ど
で
あ
る
と

指
摘
で
き
る
が
、
こ
の
感
覚
は
江
戸
市
中
に
限
ら
れ
な
い
。
飯
島
吉
晴
に
よ

れ
ば
村
落
に
お
け
る
家
屋
内
の
「
不
思
議
の
場
所
」
は
納
戸
・
倉
∴
測
・
竃

な
ど
で
あ
る
と
い
ゆ
し
た
が
・
豪
麗
レ
ヴ
・
ル
の
「
不
思
議
の
場
所
」

は
都
市
も
村
落
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

4
　
小

結

　
本
章
で
は
、
世
間
話
を
史
料
と
し
て
江
戸
後
期
の
江
戸
人
が
、
現
実
世
界

の
中
で
如
何
な
る
空
間
を
「
不
思
議
の
場
所
」
と
感
じ
て
い
た
か
を
記
述
し

た
。
そ
の
結
果
、
次
の
四
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ω
　
江
戸
人
は
江
戸
と
い
う
小
宇
宙
の
中
で
《
自
分
達
の
住
む
下
町
1
1
中
心
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に
対
し
、
周
縁
部
に
「
不
思
議
の
場
所
」
を
感
じ
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
し

　
て
霊
験
・
驚
き
も
の
・
動
物
の
怪
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
生
が
集
中
す
る
地
区

　
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

②
　
動
物
の
怪
は
山
手
の
大
名
屋
敷
な
ど
の
庭
園
で
頻
繁
に
起
こ
る
。
庭
園

　
の
中
で
も
築
山
が
「
不
思
議
の
場
所
」
の
重
要
地
点
で
あ
る
。

③
　
以
上
の
こ
点
は
江
戸
と
い
う
都
市
独
自
の
「
不
思
議
の
場
所
」
で
あ
る
。

　
村
落
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。

㈲
　
家
屋
の
中
の
「
不
思
議
の
場
所
」
は
江
戸
で
も
村
落
と
同
様
で
あ
る
と

　
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
次
の
三
点
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
夜
の
問
題
で
あ
る
。
こ

の
時
代
に
同
じ
空
間
が
昼
と
夜
で
異
な
る
感
覚
を
人
々
に
与
え
た
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
第
1
表
の
「
時
刻
」
の
項
か
ら
も
判
る
よ
う
に
昼

と
夜
の
区
別
・
時
刻
・
そ
れ
ら
を
推
定
さ
せ
る
表
現
を
伴
わ
な
い
事
例
が
大

多
数
で
あ
る
。
管
見
の
史
料
で
も
同
じ
で
あ
る
。
時
間
の
問
題
は
案
外
、
重

要
で
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
次
に
妖
怪
現
象
を
体
験
し
た
（
と
啄
さ
れ
る
）
人
物
の
個
人
的
属
性
（
社
会

階
層
な
ど
）
の
問
題
で
あ
る
。
本
章
で
は
体
験
老
を
無
視
し
て
世
間
話
の
受

容
者
・
伝
承
者
だ
け
を
想
定
し
た
。
な
ぜ
な
ら
世
間
話
と
い
う
史
料
は
現
実

に
事
件
を
体
験
し
た
人
物
が
無
く
と
も
、
そ
の
噂
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
、
醇

し
た
受
容
者
・
伝
承
者
が
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
体
験
者
に
で
っ
ち
上
げ
ら
れ
た
人
物
の
問
題
は
さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
。

　
第
三
に
は
江
戸
の
個
々
の
「
不
思
議
の
場
所
」
の
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、

な
ぜ
A
屋
敷
に
は
妖
怪
が
出
る
の
に
、
B
屋
敷
に
は
出
な
い
の
か
と
い
う
問

題
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
の
詳
細
な
状
況
を
復
原
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

間
題
は
現
代
で
同
様
の
テ
ー
マ
を
扱
う
場
合
、
有
効
と
な
ろ
う
。

　
　
①
　
稲
田
浩
二
「
昔
話
・
伝
説
・
世
艶
話
」
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
昭
和
五
〇
年
一

　
　
　
一
月
号
、
学
燈
社
、
一
九
七
五
年
、
四
四
～
五
三
頁
。
ま
た
〃
都
市
の
”
世
間

　
　
　
話
に
つ
い
て
は
拙
稿
を
参
照
の
こ
と
。
　
「
都
市
の
世
閲
話
ー
ブ
ル
ソ
ヴ
ァ
ン

　
　
　
『
消
え
る
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
カ
ー
』
を
手
懸
り
に
一
」
京
都
畏
二
七
、
一
九
八
九

　
　
　
年
、
一
三
三
～
＝
二
九
頁

　
　
②
　
宮
田
登
『
都
市
民
俗
論
の
課
題
騙
未
来
社
、
一
九
八
二
年
、
二
〇
二
～
二
二

　
　
　
二
頁

　
　
③
　
日
野
龍
炎
『
江
戸
人
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
七
年
、
二
七

　
　
　
頁

　
　
④
　
戸
塚
ひ
ろ
み
「
世
間
話
の
都
市
性
」
歴
史
公
論
九
二
（
都
布
の
民
俗
）
一
九

　
　
　
八
三
年
、
五
二
～
五
三
頁

　
　
⑤
　
柳
田
国
男
『
一
目
小
僧
そ
の
他
』
定
本
柳
田
國
男
集
五
、
一
九
六
一
一
年
、
二

　
　
　
七
頁
、
広
田
収
「
啄
の
魅
力
」
『
民
聞
伝
承
集
成
一
五
・
月
報
』
創
世
紀
、
　
一

　
　
　
九
八
二
年
、
四
頁

　
　
⑥
　
　
『
耳
嚢
』
は
天
明
～
文
化
年
間
（
一
七
八
一
～
一
八
一
八
年
）
に
南
町
奉
行
、

　
　
　
根
岸
君
徳
が
市
中
の
世
間
話
を
収
録
し
た
随
筆
。
全
　
○
巻
、
収
録
話
数
一
〇

　
　
　
〇
〇
話
。

　
　
⑦
森
銑
三
「
耳
嚢
と
そ
の
著
者
」
書
物
展
望
ニ
ー
六
、
一
九
三
二
年
、
二
～
七

　
　
　
頁

　
　
⑧
　
内
田
順
文
「
地
名
・
場
所
・
場
所
イ
メ
ー
ジ
ー
場
所
イ
メ
ー
ジ
の
記
号
化
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江戸入の不思議の場所（内田）

　
に
関
す
る
試
論
1
」
人
文
地
理
三
九
－
五
、
一
九
八
七
年
、
一
～
一
六
頁

⑨
本
稿
で
念
頭
に
雌
く
江
戸
の
範
囲
は
、
文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
の
江
戸
朱

　
引
図
の
朱
引
・
黒
引
の
内
側
で
あ
る
。

⑩
　
こ
の
研
究
動
向
は
拙
稿
参
照
。
「
場
所
の
意
味
論
－
斑
俗
学
と
地
理
学
の

　
接
点
1
」
京
都
民
俗
五
、
一
九
八
七
年
、
四
一
～
五
〇
頁

⑪
　
幽
霊
の
若
干
の
瑛
例
も
除
外
し
た
。
そ
れ
は
『
耳
嚢
』
巻
六
に
怨
む
相
手
の

　
所
に
現
わ
れ
ず
、
同
じ
地
点
に
毎
夜
現
わ
れ
る
幽
霊
の
怪
異
諏
に
対
し
、
市
中

　
の
評
判
は
「
霊
鬼
に
も
心
得
違
い
も
あ
る
も
の
な
り
」
と
あ
り
、
幽
霊
は
特
定

　
の
地
点
に
愚
か
な
い
の
が
一
般
的
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
柳
田
も
同
じ
説

　
を
唱
え
て
い
る
。

⑫
宮
田
登
『
江
戸
歳
隠
記
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
、
一
七
六
頁
。
白
幡

　
洋
三
郎
「
花
見
と
都
市
江
戸
」
中
村
賢
二
郎
編
『
歴
史
の
な
か
の
都
市
－
続

　
・
都
市
の
社
会
史
1
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
六
年
、
｝
九
二
～
ご
一

　
四
頁
。
ま
た
男
臼
常
的
な
施
設
、
例
え
ば
三
昧
（
茶
毘
所
）
や
三
士
塚
も
周
縁

　
部
に
位
置
す
る
。
福
田
ア
ジ
オ
「
高
田
冨
±
と
落
合
の
火
葬
場
一
江
戸
の
周

　
辺
と
し
て
の
戸
塚
・
落
合
一
」
新
宿
区
教
育
委
員
会
編
『
地
図
で
見
る
新
宿

　
区
の
移
り
変
わ
り
（
戸
塚
・
落
合
編
）
』
一
九
八
五
年
、
四
九
八
～
五
〇
六
頁

⑬
平
戸
藩
主
松
郡
静
山
が
著
し
た
随
筆
。
正
編
一
〇
〇
巻
、
続
一
〇
〇
巻
、
第

　
一
二
編
八
○
巻
。
収
録
話
数
六
〇
〇
〇
話
。
こ
の
中
に
多
く
の
世
聞
話
が
含
ま
れ

　
る
。

⑭
鈴
木
業
三
「
耳
袋
・
解
題
」
東
洋
文
庫
『
耳
袋
嘉
平
凡
社
、
一
九
七
二
年
、

　
四
〇
四
頁

⑮
　
浜
田
義
　
郎
編
『
江
戸
切
絵
図
∬
近
吾
堂
版
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
五
年

　
の
索
引
を
参
照
。

⑯
本
稿
で
の
霊
験
と
は
、
神
仏
に
一
心
に
帰
依
す
る
人
に
奇
蹟
が
起
こ
り
、
利

　
益
が
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
神
仏
を
疎
か
に
し
た
人
に
不
思
議
な
天
罰
が
下
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ

　
こ
と
、
を
意
味
す
る
。
ま
た
浅
草
観
音
に
纒
わ
る
霊
験
諏
は
た
と
え
ば
滝
沢
馬

　
琴
『
兎
園
小
説
』
に
多
く
収
め
ら
れ
る
。

⑰
内
藤
正
敏
「
俗
な
る
聖
地
一
浅
草
寺
と
江
戸
の
ご
利
益
1
」
『
現
代
宗

　
教
三
、
聖
地
』
春
秋
社
、
一
九
八
○
年
、
五
五
～
七
一
頁

⑱
小
松
和
彦
『
愚
霊
神
御
論
一
妖
怪
研
究
の
試
み
…
』
あ
り
な
書
房
、
一

　
九
八
四
年
、
一
｝
～
八
一
頁

⑲
時
代
は
少
し
遡
る
が
享
保
｛
○
（
一
七
二
五
）
年
の
人
口
密
度
は
江
戸
全
体

　
で
一
八
、
五
九
〇
人
／
緬
、
そ
の
中
で
武
家
地
で
一
三
、
九
八
八
人
／
㎞
、
町
人

　
地
で
六
八
、
八
〇
七
人
／
㎞
で
あ
っ
た
。
大
名
下
屋
敷
の
人
口
密
度
は
武
家
地

　
の
そ
れ
よ
り
も
、
は
る
か
に
低
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
汀
廓
戸
後
期
に
な
れ

　
ば
、
町
人
地
の
人
口
密
度
が
一
層
高
く
な
る
の
に
対
し
大
名
下
屋
敷
の
そ
れ
は

　
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
内
藤
昌
『
江
戸
の
蛮
的
－
…
巨
大
都
市
の
発
展
1
…
』

　
草
郷
社
、
一
九
八
一
一
年
、
八
二
・
八
三
頁
。
と
こ
ろ
で
大
名
屋
敷
で
臨
き
も
の

　
が
唄
え
ら
れ
な
い
の
は
主
露
の
恥
と
な
る
の
を
恐
れ
て
口
外
し
な
か
っ
た
と
も

　
考
え
ら
れ
る
が
、
動
物
の
怪
は
口
外
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
推
測
は
否
定
さ
れ
る
。

⑳
宮
田
登
は
浅
草
を
含
め
た
大
川
沿
岸
を
「
ハ
シ
バ
（
橋
場
）
空
間
」
と
呼
び
、

　
他
界
と
の
接
点
と
す
る
。
し
か
し
宮
田
は
中
世
か
ら
近
世
初
頭
の
史
料
を
も
と

　
に
立
論
し
て
お
り
、
策
岸
（
本
所
・
深
州
）
の
開
発
が
進
み
、
市
街
化
し
た
近

　
世
後
期
の
議
論
に
は
参
考
と
な
ら
な
い
。
宮
田
「
水
の
都
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

　
ー
ハ
シ
バ
主
導
を
め
ぐ
っ
て
一
」
西
山
松
之
助
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
江

　
戸
の
芸
能
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
、
四
五
五
～
四
七
一
頁

⑳
　
蕉
井
泰
央
「
江
戸
隠
代
の
都
市
の
自
然
環
境
…
一
江
戸
を
中
心
に
一
」
地

　
理
ニ
ニ
ー
二
、
一
九
七
七
年
、
三
九
～
四
七
頁
。
明
治
に
入
っ
て
も
山
手
の
自

　
然
環
境
は
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
田
山
花
袋
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
「
段
々
開
け
て
行
く
と
い
っ
て
も
ま
だ
山
手
は
さ
び
し
い
野
山
で
、
林
が
あ

　
り
、
森
が
あ
り
、
あ
る
邸
宅
の
中
に
は
人
知
れ
ず
埋
れ
た
池
が
あ
っ
た
り
し
て
、

　
牛
込
の
奥
に
は
狐
や
狸
な
ど
が
夜
ご
と
に
出
て
来
た
。
永
井
荷
風
成
の
『
狐
』

　
と
い
う
小
説
に
見
る
よ
う
な
光
景
や
感
じ
が
到
る
処
に
あ
っ
た
。
」
（
『
東
京
の
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三
〇
年
』
）

⑫
　
滝
沢
馬
琴
は
『
兎
園
小
説
隔
第
五
集
の
中
で
「
世
に
奇
事
怪
談
を
ひ
い
て
も

　
伝
ふ
る
こ
と
、
多
く
は
狐
狸
の
み
。
編
、
狢
、
猫
の
属
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
こ

　
れ
に
及
ば
ず
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
狐
狸
の
妖
怪
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
荒

　
俣
宏
・
小
松
和
彦
『
妖
怪
草
子
一
あ
や
し
き
も
の
た
ち
の
消
息
i
』
工
作

　
舎
、
一
九
八
七
年
、
二
七
六
～
三
〇
〇
頁
を
参
照
。

⑱
　
大
名
麗
敷
は
塀
や
門
に
よ
り
空
間
的
・
社
会
的
に
遮
断
さ
れ
、
庶
民
は
お
ろ

　
か
公
儀
の
警
察
力
す
ら
容
易
に
立
ち
入
れ
訟
質
問
で
あ
っ
た
。
氏
家
幹
人
『
江

　
戸
慕
邸
物
語
－
戦
場
か
ら
街
角
へ
一
」
中
央
公
論
社
、
一
九
八
八
年
、
七

　
八
～
一
一
〇
頁
。
ま
た
小
寺
武
久
に
よ
れ
ば
、
江
戸
後
期
の
大
名
麗
敷
は
「
将

　
軍
を
も
含
め
た
武
家
た
ち
に
と
っ
て
、
庶
民
に
お
け
る
盛
り
場
や
悪
所
の
よ
う

　
な
、
い
わ
ば
秘
め
ら
れ
た
装
丁
と
も
い
え
る
場
」
だ
っ
た
と
い
う
。
『
尾
張
藩

　
江
戸
下
屋
敷
の
謎
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
九
年
、
　
五
　
、
～
一
五
六
頁

⑳
　
学
間
所
教
授
方
出
役
を
勤
め
た
桃
野
が
市
中
の
奇
話
怪
談
を
筆
録
し
た
書
。

　
全
四
巻
八
五
話
。
朝
倉
治
彦
「
反
古
の
う
ら
が
き
・
解
…
題
」
『
日
本
庶
民
生
活

　
資
料
集
成
一
六
、
奇
談
∴
麗
聞
』
ゴ
＝
激
璽
房
、
　
一
九
七
〇
年
、
六
閥
一
二
・
六
四

　
四
頁

⑯
　
陣
内
秀
信
『
東
京
の
空
泣
人
類
学
』
筑
摩
雷
房
、
一
九
八
五
年
、
三
六
～
六

　
】
頁
。
な
お
尾
張
藩
下
腿
敷
の
庭
園
に
つ
い
て
は
小
寺
武
久
の
研
鐙
（
前
掲
註

　
⑳
）
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

⑳
　
小
寺
武
久
、
前
掲
註
⑱
及
び
長
谷
州
正
海
『
日
本
庭
園
雑
考
i
庭
と
思
想

　
一
』
東
洋
文
化
社
、
一
九
入
三
年
、
　
五
八
～
一
六
四
頁

⑳
　
長
谷
川
正
海
は
、
江
戸
後
期
の
諸
庭
園
で
、
池
・
島
よ
り
も
築
山
が
重
視
さ

　
れ
た
こ
と
は
、
江
戸
人
の
山
・
森
に
対
す
る
特
別
な
意
識
と
関
わ
る
と
示
唆
す

　
噂
O
。
　
長
谷
州
、
晶
醐
掲
註
⑭
、
　
｝
壷
ハ
ニ
百
凪

⑱
　
宮
田
登
『
終
末
観
の
罠
俗
学
脳
弘
L
又
堂
、
一
九
八
七
年
、
一
一
五
～
一
二
六

　
頁
。
同
様
の
意
見
を
若
月
中
軸
も
主
張
す
る
。
し
か
し
両
者
と
も
村
落
の
民
俗

　
事
例
の
み
を
拠
所
と
し
て
江
戸
の
坂
を
論
じ
て
お
り
、
説
得
・
刀
に
欠
け
る
。
「
微

　
地
形
と
場
所
性
」
撰
文
彦
ほ
か
『
見
え
が
く
れ
す
る
都
市
』
鹿
島
出
版
会
、
　
一

　
九
八
○
年
、
一
〇
七
～
一
一
七
買

⑳
　
『
増
補
江
戸
惣
鹿
子
名
所
大
全
』
に
は
三
九
ヶ
所
の
坂
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

　
が
、
多
く
は
大
名
屋
敷
と
の
広
西
関
係
か
ら
説
明
を
始
め
る
。
例
え
ば
「
一
、

　
上
瑠
璃
坂
、
一
谷
尾
陽
の
御
館
の
前
に
あ
る
坂
を
い
ふ
な
り
、
山
陽
の
御
屋
敷

　
高
低
あ
り
て
…
…
」
。
そ
し
て
現
代
の
東
京
も
台
地
端
に
点
々
と
林
地
を
残
す

　
が
、
明
治
の
地
形
國
を
見
る
と
そ
の
様
子
が
一
足
良
く
判
る
。
ま
た
坂
に
化

　
物
屋
敷
が
あ
っ
た
り
、
狐
狸
の
怪
が
坂
で
起
こ
る
こ
と
は
著
者
不
詳
『
梅
翁
随

　
筆
』
巻
一
一
「
妖
怪
物
語
並
夜
女
に
化
し
事
」
な
ど
阿
酵
代
史
料
に
見
え
る
。

⑳
こ
の
怪
に
つ
い
て
『
遊
暦
難
記
』
は
次
の
五
点
の
特
徴
を
記
す
。
ω
昼
．

　
夜
と
も
妖
怪
が
出
現
。
ω
小
用
を
催
す
の
は
妖
怪
出
現
の
前
兆
。
圖
妖
怪
の

　
姿
は
様
々
に
変
化
。
鋤
火
災
の
前
に
鉄
棒
を
引
く
音
。
㈲
火
災
時
は
倉
の
家

　
財
を
妖
怪
が
守
る
。

⑳
飯
島
吉
晴
『
寵
神
と
測
神
一
異
界
と
此
の
世
の
境
－
』
人
文
書
院
、
一

　
九
八
六
年

第
三
章
　
怪
異
小
説
に
み
る
不
思
議
の
場
所

本
章
で
は
、
近
世
後
期
の
江
戸
人
が
享
受
し
た
怪
異
小
説
「
不
思
議
の
場

所
」
を
記
述
す
る
。

－
　
小
説
と
場
所

　
一
定
の
水
準
を
超
え
た
、
例
え
ば
多
数
の
読
者
を
得
た
小
説
は
周
到
な
構

　
　
　
　
　
　
　
①

造
を
持
っ
て
い
る
。
モ
チ
ー
フ
の
連
鎖
、
作
中
人
物
の
性
格
や
人
間
関
係
な
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ど
の
綿
密
さ
が
我
々
の
目
を
引
く
。
㎜
方
、
数
々
の
場
面
も
的
確
に
構
成
さ

れ
た
諸
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
例
え
ば
空
間
と
い
う
要
素
に
も
、
作

者
の
意
識
的
な
あ
る
い
は
無
意
識
的
な
、
周
到
な
場
面
設
定
が
潜
ん
で
い
る

　
　
　
　
　
②

と
考
え
ら
れ
る
。
前
田
愛
は

　
　
「
読
老
が
心
の
視
野
の
中
心
部
に
見
す
え
て
い
る
の
は
、
ふ
つ
う
は
作

　
　
中
人
物
の
心
理
や
行
動
で
あ
り
、
プ
ロ
ッ
ト
の
展
開
で
あ
る
か
ら
だ
。

　
　
し
か
し
「
図
」
と
し
て
志
向
さ
れ
て
い
る
中
心
部
分
の
意
味
を
限
定
し
、

　
　
鮮
明
な
像
と
し
て
浮
き
上
が
ら
せ
て
い
る
の
は
、
無
意
識
の
領
域
で
サ

　
　
ブ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
構
造
化
さ
れ
て
い
る
「
地
」
の
部
分
、
つ

　
　
ま
り
テ
キ
ス
ト
の
「
内
空
間
」
な
の
で
あ
る
。
作
中
人
物
の
生
の
地
平

　
　
を
開
示
し
、
限
定
す
る
枠
組
と
し
て
作
用
し
つ
づ
け
る
テ
キ
ス
ト
の

　
　
「
内
空
間
」
の
役
割
は
意
外
に
見
逃
さ
れ
て
い
る
。
」

　
　
　
　
　
③

と
述
べ
て
い
る
。
前
田
の
「
内
空
間
」
は
善
面
い
換
え
れ
ば
「
場
面
」
と
ほ
ぼ

同
意
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
中
で
も
空
間
が
最
も
重
要
な
の
で
、
空
間
と
い

う
視
点
か
ら
小
説
を
解
読
す
る
作
業
が
「
文
学
の
テ
キ
ス
ト
を
読
み
す
す
め

る
過
程
」
の
本
質
で
あ
る
と
彼
は
主
張
す
る
。
従
っ
て
小
説
の
中
で
設
定
・

展
開
さ
れ
る
空
間
は
、
登
場
人
物
に
と
っ
て
意
味
に
満
ち
た
「
場
所
」
を
形

成
す
る
と
同
時
に
語
り
手
や
登
場
人
物
と
ま
な
ざ
し
を
共
有
す
る
読
者
に
と

っ
て
も
そ
れ
ら
の
空
間
は
同
様
の
「
場
所
」
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

多
数
の
読
者
を
獲
得
し
、
彼
ら
に
共
感
を
与
え
る
小
説
の
中
の
「
場
所
」
は

彼
ら
と
阿
じ
社
会
酌
・
文
化
的
背
景
を
持
つ
人
間
集
団
に
と
っ
て
も
同
様
の

「
場
所
」
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。
多
田
道
太
郎
に
よ
れ
ば
、
小
説
に
お
い

て
筋
や
主
題
よ
り
も
生
活
空
間
の
表
現
に
こ
そ
作
者
の
無
意
識
、
ひ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

時
代
と
社
会
の
無
意
識
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
と
い
う
。

　
本
章
で
は
近
世
後
期
の
江
戸
人
に
受
容
さ
れ
た
怪
異
小
説
群
で
「
不
思
議

の
場
所
」
と
し
て
描
か
れ
る
空
間
を
通
覧
す
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
ら
の
「
不

思
議
の
場
所
」
は
個
々
の
怪
異
小
説
の
中
の
場
面
設
定
と
し
て
必
要
不
可
欠

な
物
間
で
あ
る
と
共
に
、
作
者
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
読
者
が
無
意
識
に
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
の
中
で
受
容
す
る
「
不
思
議
の
場
所
」
の
共
通
項
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

2
　
史

料

ω
怪
異
小
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
近
世
の
怪
異
小
説
に
は
二
回
の
最
盛
期
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
第
一
期

（
寛
文
…
元
禄
）
で
橡
中
国
の
志
怪
小
説
を
日
本
風
に
し
た
翻
案
小
説
の
時

代
で
あ
る
。
浅
井
了
意
の
『
伽
調
子
』
な
ど
版
元
は
上
方
、
読
者
も
上
方
の

知
識
人
層
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
第
二
期
（
宝
暦
・
明
和
）
の
怪
異
小

説
は
そ
の
内
容
に
よ
り
幻
想
小
説
と
百
物
語
系
と
に
分
類
で
き
る
。
前
廊
は

上
田
秋
成
の
『
雨
月
物
語
』
な
ど
高
度
な
文
芸
性
を
持
っ
た
小
説
群
で
あ
る
。

そ
の
緻
密
な
構
成
故
に
読
者
は
上
方
・
江
戸
の
知
識
人
に
限
ら
れ
た
よ
う
で
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あ
る
。
ま
た
こ
の
版
元
は
上
方
が
多
か
っ
た
。
一
方
、
百
物
語
系
は
文
章
に

修
辞
や
典
拠
が
少
な
く
、
説
話
性
と
短
編
溝
成
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
小
説

群
の
版
元
は
上
方
か
ら
江
戸
へ
と
移
り
、
読
者
は
内
容
の
平
易
さ
か
ら
江
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
町
人
を
広
く
含
ん
で
い
た
。

　
従
っ
て
本
章
で
検
討
す
る
史
料
と
し
て
、
近
世
後
期
に
江
戸
人
の
読
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

得
た
百
物
語
系
怪
異
小
説
が
適
切
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
当
時
の
代
量
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
⑩

な
小
説
五
千
『
御
伽
空
穂
猿
』
『
怪
談
登
志
男
』
『
萬
世
百
物
語
』
『
太
平
百

　
⑪
　
　
　
　
　
　
⑫

物
語
』
『
御
伽
厚
化
粧
』
（
総
話
数
一
二
八
）
を
史
料
と
す
る
。
こ
の
五
編
に

共
通
す
る
特
徴
と
し
て
次
の
四
点
が
指
摘
で
き
る
。

1
．
『
太
平
百
物
語
』
以
外
、
時
代
設
定
が
過
去
で
あ
る
。
し
か
も
厳
密
な

　
年
代
設
定
を
し
て
い
な
い
。

2
．
江
戸
以
外
が
舞
台
と
な
る
諸
国
咄
の
形
式
を
採
る
。
し
か
も
詳
し
い
地

　
名
を
明
示
し
な
い
。

3
．
登
場
人
物
が
匿
名
で
あ
る
な
ど
、
特
定
で
き
な
い
。

4
．
間
接
的
伝
聞
の
表
現
を
伴
う
。

こ
れ
ら
は
怪
談
の
内
容
が
読
者
で
あ
る
江
戸
人
に
と
っ
て
明
か
に
別
世
界
の

出
来
事
で
あ
り
、
世
間
話
の
よ
う
な
リ
ア
リ
テ
ィ
が
無
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

②
　
世
間
話
と
怪
異
小
説
の
比
較

　
そ
こ
で
世
問
話
と
怪
談
小
説
を
、
そ
の
舞
台
と
な
る
蒔
間
・
空
間
・
（
登

場
）
人
物
の
3
点
か
ら
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
意
義
を
確
認
し

た
い
。

世
間
話

時
　
　
間

空
　
　
間

人
　
　
物

一
現
在
（
同
時
代
二
江
戸
（
特
定
二
実
在
（
特
定
）

怪
景
説
［
過
去
（
不
特
定
二
諸
国
（
不
三
二
匿
名
（
不
特
定
）

　
右
の
表
か
ら
も
両
者
の
江
戸
人
に
と
っ
て
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
差
が
出
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
な
る
ほ
ど
怪
異
小
説
の
作
者
が
怪
談
の
ネ
タ
を
実
在
の
事

件
に
求
め
た
可
能
性
は
十
分
有
り
得
る
。
「
皆
近
世
の
毒
實
に
し
て
」
　
（
『
怪

談
登
志
男
世
語
）
、
「
出
所
の
正
し
き
の
み
集
め
て
」
（
『
太
平
百
物
語
』
序
）

と
い
う
言
葉
は
認
め
る
と
し
て
も
、
右
の
蓑
を
見
れ
ば
怪
異
小
説
は
や
は
り

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
例
え
ば
怪
談
小
説
で
は
江
戸
の
人
々
に
は
馴
染
み

の
無
い
地
方
が
舞
台
と
な
る
。
当
然
な
が
ら
細
か
い
地
名
を
記
す
こ
と
は
な

い
。
つ
ま
り
諸
国
咄
の
「
諸
国
」
は
読
者
に
と
っ
て
別
世
界
、
空
想
世
界
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
怪
異
小
説
の
内
容
は
当
時
も
「
あ
る
事
な
き
事
短
き
を

専
ら
に
廻
し
た
」
（
刊
年
・
作
者
不
明
『
怪
談
老
の
杖
』
巻
四
）
で
あ
り
、

「
な
き
事
ぱ
な
し
」
（
宝
暦
二
年
落
首
）
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
但
し
怪
異
小
説
に
も
地
名
を
伴
わ
な
い
空
間
の
表
現
が
あ
る
。
例
え
ば
山
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上
の
澗
（
道
祖
神
の
社
）
　
に
明
神
（
土
地
の
神
）
が
現
れ
た
り
（
『
怪
談
登

志
男
』
一
巻
一
話
）
、
座
敷
で
童
子
が
怪
異
を
起
こ
す
（
同
一
巻
四
話
）
と

い
う
描
写
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
空
間
の
選
定
に
作
者
の
周
到
な
場
面
設
定
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
章
で
は
こ
の
よ
う
な
空
間
に
着
目
し
た
い
。

3

怪
異
小
説
の
不
思
議
の
場
所

　
本
節
で
は
五
編
の
小
説
で
如
何
な
る
場
所
が
「
不
思
議
の
場
所
」
に
選
ば

れ
て
い
る
か
を
記
述
す
る
。
た
だ
し
怪
談
以
外
の
話
も
あ
る
の
で
、
抽
出
し

た
事
例
数
は
八
八
例
（
第
2
表
）
で
あ
る
。

　
さ
て
「
不
思
議
の
場
所
」
を
前
章
と
同
じ
く
家
屋
内
部
と
家
屋
外
部
に
分

け
て
検
討
す
る
。

　
ま
ず
家
屋
内
部
で
は
、
妖
怪
出
現
の
場
合
は
座
敷
・
圃
・
蔵
な
ど
が
、
幽

霊
出
現
で
は
戸
口
・
縁
側
・
井
戸
な
ど
が
「
不
思
議
の
場
所
」
に
選
ば
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
民
俗
学
・
人
類
学
の
議
論
で
境
界
性
・
両
義
性
の
高
い
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

間
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば

　
　
「
か
れ
が
座
敷
三
間
四
方
、
昔
細
面
の
物
好
も
よ
く
、
奇
麗
に
構
へ
し

　
　
一
問
な
る
が
、
何
の
頃
よ
り
か
目
な
れ
ぬ
調
度
取
り
ち
ら
か
し
た
る
時

　
　
も
あ
り
、
＝
一
、
三
の
わ
ら
べ
美
目
形
清
げ
な
る
が
、
文
な
ど
見
入
て

　
　
居
た
る
と
き
も
あ
り
、
又
は
座
敷
に
応
ぜ
ざ
る
俵
物
激
を
お
お
く
つ
み

　
　
重
て
、
半
時
計
鷹
隠
も
あ
り
、
或
は
武
具
馬
具
き
ら
び
や
か
に
飾
り
並

　
　
べ
、
又
は
小
法
師
二
三
人
出
戯
れ
あ
そ
ぶ
事
も
あ
り
。
」
　
（
『
怪
談
登
志

　
　
男
』
一
巻
四
話
）

と
い
う
一
節
が
あ
る
が
、
こ
の
座
敷
を
持
つ
家
は
「
寓
榮
け
る
」
と
さ
れ
、

昔
話
の
龍
宮
童
子
謳
（
座
敷
童
子
の
物
語
）
が
想
起
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
家
屋
外
部
で
は
、
山
姥
の
住
む
深
山
　
（
『
御
伽
空
穂
猿
』
五
巻
一

四
話
）
幻
が
現
れ
る
海
上
（
『
怪
談
登
志
男
』
四
巻
二
〇
話
）
や
寺
院
（
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

地
）
・
渡
し
場
な
ど
が
「
不
思
議
の
場
所
」
で
あ
る
。
と
り
わ
け
山
中
が
重

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
「
世
に
化
物
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
わ
れ
此
年
月
三
昧
を
は
じ
め
、
あ
ら

　
　
ゆ
る
深
山
幽
谷
、
す
べ
て
あ
や
し
と
お
も
う
所
は
、
何
國
と
も
な
く
子

　
　
丑
寅
の
比
ほ
ひ
ま
で
、
毎
度
う
か
が
ひ
歩
く
」
（
『
太
平
百
物
語
』
三
巻

　
　
二
五
話
）

　
　
「
か
く
山
ふ
か
く
い
た
り
て
是
程
の
ふ
し
ぎ
さ
へ
も
見
ね
ば
、
め
ず
ら

　
　
し
き
心
地
し
、
い
か
さ
ま
や
う
あ
ら
ん
と
…
…
」
（
『
萬
世
百
物
語
』
一

　
　
巻
三
話
）

特
に
山
中
の
辻
堂
・
峠
・
滝
壷
・
洞
窟
な
ど
が
「
不
思
議
の
場
所
」
の
重
要

地
点
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
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第
2
表

御
伽
空
穂
緯

怪
異
小
説
に
み
る
不
思
議
の
揚
所

　
　
　
　
　
　
　
＊
は
幽
霊
の
話

　
　
　
　
　
　
　
（
）
内
は
文
脈
か
ら
推
定
さ
れ
る
状
況

巻
／
話

　
1
／
2

「
＊
2
／
4

　
2
／
6

＊
3
／
9

　
4
／
1
1

　
4
／
1
2

　
5
／
1
4

時
刻

（
昼
）

．
深
夜

夜
（
深
）
夜

　
夜
　
夜
　
夜

空
　
　
間

山
中
…

町
屋
…

大
名
屋
敷
…

町
屋寺寺

（
深
）
山
．

　
二尉

髄
口
．
仏

…
山
門

…
堂

…
厳
穴

現

象

猿
達
が
人
間
に
化
け
る
。
僧
が

懲
ら
し
め
る
。

亡
霊
が
現
わ
れ
る
。

老
猿
が
妖
怪
の
姿
で
現
わ
れ
る
。

亡
霊
が
現
わ
れ
る
。

仁
王
像
が
妖
怪
と
な
る
。

絵
馬
の
精
が
現
わ
れ
る
。

山
姥
（
娘
に
化
け
る
）
が
い
る
。

怪
談
登
志
男

巻
／
話

　
1
／
1

　
1
／
2

　
1
／
3

　
1
／
4

　
1
／
5

＊
2
／
6

　
2
／
7

＊
2
／
8

　
2
／
1
1

　
3
／
1
3

時
刻

子
の
刻
（
夜
）

　
　
P
，

難
”
（
夜
）

　　　　
（
夕
7
曜
）

　
　
宵

．
空
　
　
間

山
上

山
中

荒
屋
敷

町
屋

　
寺町
屋

荒
屋
敷
．

町
屋
町
屋

　
り
．

…
嗣
（
道
祖

…
神
）…
寿

…
座
敷

　
　
庭

…
柴
戸
．
縁

…
庭
の
穴

…
門
（
口
）

現

象

明
神
が
現
わ
れ
る
。

天
狗
が
寺
を
何
代
も
の
間
、
守

る
。

様
々
な
変
化
が
現
わ
れ
る
。

童
、
小
坊
師
ほ
か
様
々
な
変
化
。

狐
が
高
僧
に
化
け
る
。

亡
霊
が
現
わ
れ
る
。

様
々
な
妖
怪
が
現
わ
れ
る
。

亡
霊
が
現
わ
れ
る
。

無
間
地
獄
に
通
じ
る
。

妖
怪
（
狐
P
）
が
女
に
化
け
る
。

3
／
1
5

4
／
2
0

5
／
2
2

5
／
2
6

（
昼
）

（
夕
）
夜

（
昼
）

　
神
社

　
海
上

武
家
長
麗

　
畑

森道

狐
～
が
女
に
化
け
る
。
神
の
使

い
。
あ
や
か
し
が
起
こ
る
。

妖
怪
が
現
わ
れ
る
。

姿
を
消
し
た
天
狗
が
子
供
を
さ

ら
う
。

＊

、
萬
世
百
物
語
、

巻
／
話

－
／
L

2
／
5

2
／
7

2
／
8

3
／
1
0

3
／
1
1

3
／
1
2

4
／
恐

5
／
1
7

5
／
2
0

時
刻

　
　
夜

　
，
夜

　
　
夕

　
　
夜

　
　
夜

　
く
昼
）

　
（
夕
）

未
の
刻
（
昼
）

　
　
夕

　
　
夜

空
　
　
間

、
森

山
中
（
寺
）

　
P
◆

　
寺

大
名
下
屋

敷　
（
寺
）

　
寺
・

　
渡

山
中
（
寺
）

　
寺

井測圓築
山

現

象

妖
怪
が
住
む
。

一
眼
一
足
の
妖
怪
が
現
わ
れ
る
。

亡
霊
が
現
わ
れ
る
。

仏
～
が
少
年
に
化
け
る
。

大
古
狸
が
死
者
に
化
け
る
。
ン
、

大
古
狸
が
男
に
化
け
る
。

龍
が
老
夫
婦
に
化
け
る
。

疫
神
が
女
に
化
け
る
。

天
女
～
が
現
わ
れ
る
。
野
原
が

宮
殿
に
な
る
。

大
耳
が
歌
い
舞
る
。

太
平
百
物
語

巻
・
話
一
時
刻

空
　
　
間

現

象

1
／
1

1
／
2

1
／
3

1
／
5

1
／
6
　　（目
夜夜昼暮夜
　　）れ

墓
原道
：

商
家
（
市
中
）

山
中

装庭

狐
が
様
々
に
変
化
す
る
。

狐
が
僧
・
武
士
に
化
け
る
。

狐
が
大
入
道
に
化
け
る
。

狐
に
化
か
さ
れ
る
。

化
物
が
現
わ
れ
る
。
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1
／
7

　
1
／
8

　
1
／
9

　
2
／
1
1

　
2
／
1
2

　
2
／
1
3

＊
2
／
1
4

　
2
／
1
5 　

（
昼
）

　
　
P
，

　
　
夜

　
（
昼
）

　
　
）
．

　
　
夜

　
　
夜

子
の
刻
（
夜
）

＊ ＊

4　33333　3　33　3　322222　1／　／／／／／　／　／／　／　／／／／／／　／
33　32　31　30　29　28　27　25　24　23　22　21　20　19　18　17　16

　　　　　　　　　　　　　　　丑
（　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （（　　二二

昼夜P夜P～夜夜夜夜夜P昼夜夜つ夕　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　
　　　　　　　　　　　　　　　夜
　　　　　　　　　　　　　　　）

（
神
社
）
…

（
百
姓
家
）
…

　
山
中
川
辺

　
山
中

　
山
中

市
中

（
市
中
）
…

　
絵
…
峠
の
家

　
山
中

　
（
家
）

　
野
中

　
商
家

　
寺

　
墓
地

（
市
中
）

　
森

　
山
中

　
山
中

　
山
中

　
海
上

　
山
中

　
（
家
）

　
（
家
）

武
家
屋
敷
…

　
別
荘

坂方戸
丈口

重 社　庵庵
奥
の
間

　
縁

天
狗
が
老
人
に
化
け
相
撲
を
ど
．

る
。
絵
の
中
か
ら
女
が
現
わ
れ
る
。

山
姥
が
現
わ
れ
る
。

河
獺
が
人
に
化
け
る
。

天
狗
が
若
僧
を
空
中
に
つ
か
む
。

僧
と
姿
の
見
え
な
い
天
狗
が
聞

答
す
る
。

亡
霊
が
現
わ
れ
る
。

妖
怪
が
童
・
女
・
古
入
道
の
姿

に
な
る
。

猿
・
熊
・
狼
・
狸
な
ど
が
異
形

の
者
に
な
る
。

古
狸
が
娘
に
化
け
る
。

化
物
が
現
わ
れ
る
。

狐
が
人
に
愚
く
。

猫
が
女
に
化
け
る
。

女
が
蛇
に
変
わ
る
。

狐
の
石
打
。

邪
神
が
現
わ
れ
る
が
、
不
動
明

董
が
懲
ら
し
め
る
。

火
の
魂
、
亡
霊
が
現
わ
れ
る
。

天
狗
が
様
々
の
変
化
を
行
な
う
。

妖
術
を
操
る
女
が
山
中
に
隠
住

す
る
。

老
穐
が
天
に
昇
る
。

狩
入
の
妻
に
熊
が
愚
く
。

狐
が
亡
妻
に
化
け
る
。

殺
さ
れ
た
女
が
報
復
す
る
。

亡
猫
が
女
に
愚
く
。

蜘
が
人
に
化
け
、
男
を
譲
か
す
。

＊
4
／
3
5
、
　
夜

　
4
／
3
6
　
（
深
）
夜

　
4
／
3
7
　
　
夜

　
5
／
3
9
来
午
（
昼
Y

　
5
／
4
0
　
　
夜

　
5
／
4
1
　
　
夜

　
5
／
4
2
　
　
（
昼
）

　
5
／
4
3
　
（
深
）
夜

　
5
／
4
4
　
　
夜

　
5
／
4
5
　
　
夜

　
5
／
4
6
　
　
（
昼
）

　
5
／
4
7
丑
み
つ
（
夜
）

　
5
／
4
8
子
の
刻
（
夜
）

　
5
／
4
9
　
　
夜

～
家

武
家
屋
敷
・

　
町
屋

　
三
昧

　
池
堤

　
商
家

　
寺

　
屋
敷

　
（
家
）

　
屋
敷

　
野
地

町
は
ず
れ
…

　
（
家
）
，
幽

山
申
・
別
…

荘

．
軒
芝
・
縁

塀
の
上

圃圃縁蔵

亡
妻
の
幽
霊
が
現
わ
れ
る
。

ろ
く
ろ
首
が
現
わ
れ
る
。

狐
が
念
仏
を
唱
え
る
。

狐
が
人
を
化
か
す
。

狐
が
馬
の
足
音
で
人
を
化
か
か
。

力
士
像
が
盗
人
を
懲
ら
し
め
蔵

を
守
る
。

死
者
の
気
が
現
わ
れ
る
。

一
蹴
が
化
物
と
な
り
現
わ
れ
る
。

書
目
が
人
を
化
か
す
。

亡
熊
の
霊
が
変
化
を
起
こ
す
。
’

か
わ
う
そ
が
堂
に
化
け
る
。

古
狸
が
様
々
に
変
化
す
る
。
、

化
物
が
現
わ
れ
る
。

天
狗
の
災
い
が
あ
る
。

御
伽
厚
化
粧

／
繭

時
刻

空
　
　
間

現

象

1
／
1

1
／
2

1
／
3

2
／
4

3
／
7

3
／
8

3
／
9

4
／
1
0

（
昼
）

（
夜
）

夜♪
，昼夜夜昼

大鷺神霊
藪中社山

田
の
畦

寺

豪墓串
Vx

滝
壷掌

童
子
が
現
わ
れ
、
宮
殿
へ
誘
う
。

夢
の
中
で
碁
の
精
が
現
わ
れ
、

目
覚
め
る
と
傍
に
碁
が
あ
り
。

芭
蕉
の
精
が
現
わ
れ
る
。

狐
が
人
の
姿
で
現
わ
れ
、
藪
中

に
隠
里
を
造
る
。

夢
の
中
に
蛙
が
人
の
姿
で
現
わ

れ
報
恩
す
る
。

巨
大
な
百
足
が
現
わ
れ
、
鷲

（
神
の
使
）
に
救
わ
れ
る
。

鬼
火
が
飛
び
ま
わ
る
。

猫
が
死
者
を
繰
る
。
女
に
化
け

る
。
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4
／
1
1

＊
4
／
1
2

　
5
／
1
3

　
5
／
1
4

　
5
／
1
5 九

ッ
（
夜
）

　
夜

　
（
昼
）

昼
・
九
ッ

　
夜

町
は
ず
れ

古
屋

　
山
中

畑
の
道
…

　
山
中

　
山
中

上
り
口

古
塚窟

古
面
の
精
が
女
の
姿
で
現
わ
れ

る
。
平
家
の
亡
霊
が
座
頭
を
ま
ど
わ

す
。
狐
が
人
に
化
け
る
。

か
わ
う
そ
が
大
坊
主
に
化
け
る
。

老
狐
に
討
た
れ
る
。

鬼
が
現
わ
れ
る
。

4
　
怪
異
小
説
と
昔
話

　
前
節
か
ら
判
る
よ
う
に
江
戸
の
人
々
が
受
容
し
た
怪
異
小
説
の
「
不
思
議

の
場
所
」
は
、
第
一
章
で
触
れ
た
村
落
社
会
の
そ
れ
と
類
似
す
る
。
そ
し
て

怪
異
小
説
と
い
わ
ゆ
る
昔
話
の
類
似
も
想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、

こ
の
類
似
こ
そ
が
怪
談
小
説
及
び
そ
の
「
不
思
議
の
場
所
」
を
江
戸
人
が
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
受
容
し
た
原
因
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
論
じ
て
み

た
い
。

　
ま
ず
怪
異
小
説
で
描
か
れ
る
「
不
思
議
の
場
所
」
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て

「
隠
れ
里
」
が
指
摘
で
き
る
。
「
隠
れ
里
」
は
村
落
社
会
の
人
々
が
し
ば
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ぼ
想
定
す
る
異
界
の
パ
タ
ー
ン
の
一
つ
で
、
民
俗
学
者
が
注
目
し
て
き
た
。

以
下
、
事
例
（
要
約
）
を
示
そ
う
。

　
事
例
1
．
「
人
の
風
流
人
が
熊
野
の
山
中
で
「
軒
屋
に
宿
を
借
り
る
。
「

　
　
軒
屋
に
は
若
い
女
が
た
だ
一
人
住
ん
で
い
る
。
女
は
百
年
以
上
こ
こ
に

　
　
住
む
と
言
い
、
妖
術
を
繰
っ
て
小
箱
か
ら
召
使
た
ち
を
出
し
男
を
も
て

　
　
な
す
。
男
は
女
の
妖
術
で
往
来
に
送
り
出
さ
れ
る
が
、
振
り
返
れ
ば
幾

　
　
重
に
も
山
々
が
重
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。
（
『
太
平
百
物
語
』
三
巻
二
七

　
　
話
）

　
事
例
2
．
家
の
裏
に
大
藪
を
持
つ
男
が
い
る
。
そ
こ
へ
一
人
の
老
人
が
来

　
　
て
「
竹
を
一
本
も
切
ら
な
い
の
で
藪
の
中
に
住
ま
せ
て
欲
し
い
」
と
頼

　
　
む
。
男
が
許
可
す
る
と
、
老
人
は
「
非
常
時
に
は
力
に
な
る
の
で
呼
ん

　
　
で
く
れ
」
と
言
っ
て
消
え
る
。
二
〇
年
ほ
ど
た
っ
て
男
の
妻
が
大
病
に

　
　
な
っ
た
の
で
、
男
は
藪
で
老
人
を
呼
ぶ
。
現
れ
た
老
人
の
薬
で
妻
は
元

　
　
気
に
な
る
。
男
は
老
人
の
招
き
で
藪
に
入
る
と
、
立
派
な
御
殿
が
あ
る
。

　
　
男
が
帰
ろ
う
と
門
を
出
て
振
り
返
れ
ば
深
い
藪
が
広
が
る
ば
か
り
で
あ

　
　
る
。
（
『
御
伽
厚
化
粧
』
二
巻
四
話
）

　
事
例
3
．
柳
瀬
桃
沢
子
は
絵
を
善
く
す
る
風
流
人
で
あ
る
。
彼
は
江
戸
か

　
　
ら
箕
薦
へ
遊
山
す
る
。
深
山
の
中
の
滝
の
前
で
ま
ど
ろ
む
と
、
童
子
二

　
　
人
が
現
れ
彼
を
滝
壷
へ
と
誘
う
。
滝
壼
の
向
こ
う
に
宮
殿
が
あ
り
、
天

　
　
女
が
彼
を
迎
え
る
。
天
女
の
望
み
に
答
え
、
彼
は
絵
を
描
き
、
も
て
な

　
　
さ
れ
る
。
彼
が
帰
ろ
う
と
し
、
気
が
付
く
と
滝
の
前
に
立
ち
つ
く
し
て

　
　
い
る
。
傍
ら
に
天
女
が
く
れ
た
玉
の
硯
と
筆
が
あ
る
。
（
『
御
伽
厚
化

　
　
粧
臨
一
巻
ご
話
）

同
様
の
「
隠
れ
里
」
の
モ
チ
ー
フ
は
『
萬
世
百
物
語
』
五
巻
一
七
謡
、
『
怪
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談
登
志
男
』
二
巻
七
話
、
『
太
平
百
物
謹
翌
三
巻
二
七
話
、
『
御
伽
厚
化
粧
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

三
巻
七
話
、
四
巻
一
二
話
に
見
ら
れ
る
。

　
次
に
怪
異
小
説
の
中
に
昔
話
的
要
素
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
で
き

る
。
先
の
「
隠
れ
里
」
も
そ
の
｝
例
で
あ
る
が
、
昔
話
的
要
素
の
複
舎
が
み

ら
れ
る
例
も
多
い
。

　
事
例
4
．
武
州
八
王
寺
に
善
助
・
孫
助
と
い
う
兄
弟
が
い
た
。
兄
の
善
助

　
　
は
貧
乏
だ
が
善
良
で
あ
る
。
一
方
、
弟
の
孫
引
は
金
持
ち
だ
が
性
格
が

　
　
悪
い
。
あ
る
日
、
兄
の
頼
み
で
弟
は
籾
種
と
蚕
を
貸
す
。
兄
が
成
功
し

　
　
そ
う
に
な
る
と
弟
は
邪
魔
を
す
る
。
や
っ
と
稲
一
穂
が
大
き
く
育
つ
が
、

　
　
雨
に
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。
兄
が
鳥
を
追
っ
て
山
に
入
る
と
、
子
鬼
達
が

　
　
打
出
小
槌
か
ら
欲
し
い
も
の
を
何
で
も
出
し
て
い
る
。
兄
は
子
鬼
の
忘

　
　
れ
た
小
槌
を
持
ち
帰
り
、
金
持
ち
に
な
る
。
弟
は
こ
れ
を
羨
み
、
兄
の

　
　
真
似
を
し
て
山
中
に
入
る
が
、
親
鬼
に
捕
え
ら
れ
鼻
を
抜
か
れ
る
。
弟

　
　
は
死
に
、
兄
は
幸
せ
な
人
生
を
送
る
。
（
『
御
壁
厚
野
砲
』
五
巻
一
五

　
　
話
）

こ
の
事
例
は
一
見
し
て
我
々
の
よ
く
知
る
昔
話
の
要
素
を
多
く
含
ん
で
い
る
。

関
敬
吾
の
昔
話
分
類
を
参
考
に
す
れ
ば
「
隣
の
爺
」
（
例
：
瘤
取
り
爺
）
、
「
継

子
課
」
（
例
：
一
寸
法
師
）
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
が
複
合
し
て
皿
話
を
成
立
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

せ
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
読
み
取
れ
る
。
本
章
で
検
討
し
た
五
編
の
径
異
小

説
の
中
に
も
典
型
的
な
昔
話
と
類
似
、
あ
る
い
は
数
話
の
昔
話
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
小
説
も
多
い
。

　
以
上
よ
り
、
怪
異
小
説
と
昔
話
の
類
似
が
や
は
り
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
を

確
認
す
る
た
め
怪
異
小
説
と
昔
謡
を
、
そ
れ
を
構
成
す
る
時
間
・
空
間
・
人

物
の
三
点
か
ら
比
較
し
た
。
参
考
と
し
て
民
話
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
、
神
話
・

　
　
　
　
　
　
⑳

伝
説
と
も
比
べ
た
。

怪
異
小
説

時
間

過
去
（
不
特
定
）

過
去
（
不
特
定
）

過
去
（
原
古
）

過
去
（
特
定
）

空
間

不
特
定

不
特
定

下
宙
特
　
定

人
物

不
特
定

【不
三三

　
定

（
前
掲
の
た
め
省
略
）

　
怪
異
小
説
の
構
成
は
昔
話
の
構
成
と
一
致
し
、
神
話
・
伝
説
の
そ
れ
と
は

異
な
る
。
今
ま
で
怪
異
小
説
と
昔
話
の
類
似
を
め
ぐ
る
文
学
史
的
議
論
は
全

く
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
本
章
で
そ
の
文
学
的
系
譜
は
重
要
で
は
な
い
。
重

要
な
の
は
怪
異
小
説
と
昔
話
の
類
似
が
江
戸
の
町
人
の
共
感
を
呼
ん
だ
原
因

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
河
合
隼
雄
に
よ
れ
ば
、
昔
話
は
日
本
人

の
深
層
心
理
に
関
わ
り
、
時
代
・
文
化
の
相
違
を
超
え
て
日
本
人
の
共
感
を

　
　
　
　
　
⑳

呼
ぶ
、
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
江
戸
の
町
人
は
あ
る
意
味
で
怪
異
小
説
を
通

し
て
い
わ
ゆ
る
昔
話
を
読
み
、
聞
い
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
や
は
り
怪
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異
小
説
に
描
か
れ
る
「
不
思
議
の
場
所
」
は
、

て
然
る
べ
き
空
間
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

5
　
小

結

や
は
り
江
戸
人
に
受
容
さ
れ

、
禾
章
で
は
、
江
戸
後
期
の
江
戸
人
が
怪
異
小
説
の
中
で
受
容
し
た
「
不

思
議
の
場
所
」
を
記
述
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
ご
点
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。ω

　
怪
異
小
説
に
お
い
て
次
の
空
間
が
「
不
思
議
の
場
所
」
に
選
ば
れ
る
。

　
家
屋
内
部
で
は
座
敷
・
倉
・
測
な
ど
が
、
家
屋
外
部
で
山
（
の
辻
・
峠
・

　
溝
∵
洞
窟
）
な
ど
が
「
不
思
議
の
場
所
」
と
し
て
描
か
れ
る
。

②
　
こ
の
「
不
思
議
の
場
断
」
は
村
落
の
そ
れ
と
酷
似
す
る
こ
と
か
ら
、
江

　
戸
人
は
小
説
の
中
で
村
落
モ
デ
ル
の
「
不
思
議
の
場
駈
」
を
受
容
し
た
と

　
換
言
で
き
よ
う
。

　
最
後
に
、
三
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
怪
談
小
説
で
妖
怪
出
現
の

際
に
、
世
間
話
と
異
な
り
「
夜
」
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
れ
は
読
者
の
共
感
を

得
る
た
め
の
周
到
な
場
面
設
定
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
怪
異
の
内
容

も
世
間
話
の
場
合
と
違
い
、
動
物
の
怪
異
が
少
な
く
山
姥
・
天
狗
な
ど
民
間

伝
承
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
妖
怪
の
怪
異
が
多
い
。
第
三
に
本
章
で
は
妖
怪

現
象
の
内
容
と
空
間
と
対
応
に
は
事
例
数
の
少
な
さ
か
ら
触
れ
な
か
っ
た
。

①
　
こ
の
構
造
主
義
の
立
場
か
ら
小
説
の
分
析
を
行
う
研
究
者
は
多
い
。
次
の
文

　
献
参
照
。
菊
■
野
「
鋳
Φ
ρ
．
H
一
旨
。
含
註
8
財
一
、
§
巴
鴇
。
．
算
歪
。
g
邑
。
9
ω

　
鼠
。
津
．
○
§
§
ミ
§
ミ
画
§
恥
℃
八
－
一
～
二
七
、
　
一
九
六
六
年
（
R
．
バ
ル
ト

　
『
物
語
の
構
造
分
析
』
花
輪
光
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
九
年
）

②
　
人
文
主
義
地
理
学
の
立
場
に
よ
る
文
学
研
究
も
同
様
の
前
提
に
立
つ
。
例
え

　
ば
ρ
U
．
唱
0
8
。
艮
巴
・
）
㌧
出
ロ
一
轟
巳
ω
餓
。
0
8
σ
q
謎
℃
ξ
§
伽
匡
8
B
言
昼

　
9
0
0
日
国
9
昼
一
九
八
一
年
を
参
照
。
但
し
こ
れ
ら
の
研
究
が
呉
体
的
な
地

　
域
を
対
象
に
す
る
の
に
対
し
、
本
章
で
は
地
名
を
伴
わ
な
い
抽
象
的
な
空
間
を

．
対
象
と
す
る
。
　
く
学
喝
信
月
影
琿
の
研
究
は
本
章
と
類
似
の
闘
心
を
持
つ
。
例

　
え
ば
い
窪
審
。
竜
。
o
h
甥
＄
お
切
p
。
。
隷
露
p
鼻
≦
。
一
ど
｝
九
八
○
年
。

③
　
前
田
愛
『
都
市
空
間
の
な
か
の
文
学
』
筑
摩
書
房
、
二
九
八
五
年
、
引
用
は

　
六
頁
。

④
　
多
田
道
太
郎
『
風
俗
学
i
路
上
の
思
考
1
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
、

　
六
九
～
八
三
頁

⑤
　
日
置
取
之
助
「
徳
川
惟
異
談
の
系
譜
」
『
日
夏
取
之
助
全
集
四
』
河
出
書
房

　
新
社
、
一
九
七
六
年
、
七
五
～
＝
一
頁
　
及
び
野
田
寿
雄
「
怪
異
小
説
の
展

　
開
」
国
文
學
解
釈
と
鑑
賞
葦
一
六
一
一
、
　
一
九
六
一
年
、
六
五
～
七
二
｝
貝

⑥
太
刀
川
清
「
宝
暦
．
明
和
の
菖
物
語
」
国
語
国
文
研
究
四
八
、
一
九
七
一
年
、

　
五
〇
頁
（
『
近
世
怪
異
小
説
研
究
』
笠
間
露
院
、
一
九
七
九
年
、
所
収
）

⑦
野
田
寿
雄
、
前
掲
註
⑤
、
太
刀
川
清
「
太
平
百
物
語
と
古
今
百
物
語
－
伽

　
量
子
系
怪
談
小
説
の
ゆ
て
え
一
」
密
語
国
文
研
究
五
寸
ハ
～
九
七
四
年
、
四

　
一
・
四
二
頁

⑧
摩
志
田
好
話
作
。
元
文
五
（
一
七
四
〇
）
年
、
江
戸
初
刊
、
五
巻
一
六
話
。

　
蹟
本
各
地
を
舞
台
と
す
る
諸
團
咄
の
形
式
。
「
，
む
か
し
」
で
始
ま
る
話
が
多
く
、

　
時
代
設
定
は
過
去
。
以
下
註
⑫
ま
で
朝
倉
無
声
「
怪
談
小
説
・
例
言
」
『
徳
川

　
文
芸
類
聚
照
開
国
露
刊
行
会
、
一
九
一
五
年
、
五
・
六
頁
を
参
照
。

⑨
斬
雪
舎
素
及
作
。
寛
延
三
（
一
七
玄
○
）
年
、
江
戸
初
刊
、
版
元
は
須
原
屋

　
太
兵
衛
、
五
巻
二
七
話
。
諸
圏
咄
の
形
式
。
「
今
は
む
か
し
」
で
始
ま
る
話
が
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多
く
、
時
代
設
定
は
過
虫
。

⑩
鳥
有
庵
作
。
寛
延
四
（
一
七
五
一
）
年
、
江
戸
初
刊
、
版
元
は
和
泉
屋
吉
兵

　
衛
、
五
巻
二
〇
話
。
諸
国
咄
の
形
式
。
「
あ
だ
し
夢
」
で
始
ま
り
、
時
代
設
定

　
は
過
去
。
こ
の
小
説
は
元
録
　
○
（
一
六
九
七
）
年
初
刊
の
『
雨
中
の
友
』
を

　
原
本
と
す
る
が
、
そ
の
内
容
は
江
戸
後
期
の
作
品
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
太
刀

　
川
、
前
掲
註
⑥
、
一
一
二
頁

⑪
菅
生
覚
人
恵
忠
居
士
作
。
享
保
一
七
（
一
七
三
二
）
年
大
坂
初
版
、
版
元
は

　
河
内
屋
宇
兵
衛
、
五
巻
五
〇
話
。
西
日
本
各
地
を
舞
台
と
す
る
西
国
遊
歴
咄
の

　
形
式
。

⑫
筆
画
斎
作
。
享
保
一
九
（
｝
七
三
四
）
年
、
大
坂
初
刊
、
版
元
は
本
麗
長
右

　
衛
門
、
五
巻
…
五
話
。
諸
國
咄
の
形
式
。
時
代
設
定
は
過
去
。

⑬
　
高
田
衛
は
、
こ
の
諸
国
咄
の
本
質
は
世
間
話
で
は
な
い
の
か
、
と
示
唆
す
る
。

　
し
か
し
江
戸
人
に
と
っ
て
の
リ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
点
で
、
諸
国
咄
と
（
江
戸
以

　
外
の
）
世
間
話
は
若
干
、
質
が
違
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
高
田
『
江
戸
幻
想
文

　
学
誌
隔
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
、
一
～
閥
頁

⑭
飯
島
吉
晴
『
竈
神
と
二
神
…
…
異
界
と
此
の
世
の
境
一
隠
人
文
帰
院
、
一

　
九
八
六
年
、
九
～
一
四
頁

⑯
　
怪
異
小
説
で
は
、
読
者
に
「
不
思
議
の
場
所
」
を
感
じ
さ
せ
る
た
め
の
表
現

　
に
工
失
が
見
ら
れ
る
。
特
に
、
物
寂
し
い
情
景
の
描
写
が
多
い
。

　
「
く
れ
竹
の
生
し
げ
り
、
草
葉
の
露
き
ら
め
き
、
空
と
ぶ
鳥
の
声
衣
打
音
、
か

　
な
た
こ
な
た
に
ひ
び
き
あ
い
て
、
取
り
あ
つ
め
た
る
も
の
の
あ
は
れ
…
…
」

　
　
（
『
御
伽
…
如
一
穂
猿
』
二
巻
六
話
）

　
「
門
も
ふ
け
た
り
と
い
へ
ど
も
、
柱
か
た
ぶ
き
倒
れ
、
軒
端
は
荒
れ
月
さ
し
入

　
り
た
る
、
く
ま
ぐ
ま
に
は
蜘
の
家
居
の
糸
引
は
へ
た
り
」
（
『
怪
談
登
士
心
男
』
二

　
巻
七
話
）

⑯
山
中
他
界
観
は
日
本
文
化
の
中
で
最
も
重
要
な
他
界
の
観
念
で
あ
る
と
さ
れ

　
る
。
白
石
昭
臣
「
山
中
他
界
観
」
宮
田
登
編
『
講
座
日
本
の
民
俗
宗
激
三
・
神

　
観
念
と
斑
俗
』
弘
文
堂
、
一
九
七
九
年
、
…
三
六
～
　
五
八
頁

⑰
　
柳
田
国
男
『
一
目
小
僧
そ
の
飽
』
定
本
柳
田
照
男
強
迫
、
筑
摩
書
房
、
一
九

　
六
二
年
、
二
三
〇
～
一
一
五
八
買

⑳
　
近
世
小
説
一
般
に
隠
れ
黒
的
発
想
が
多
く
見
ら
れ
、
佐
々
木
孝
二
は
こ
の
発

　
想
を
「
人
々
の
心
の
奥
に
自
然
と
根
を
お
ろ
す
性
質
」
と
評
し
て
い
る
。
佐
々

　
木
「
隠
れ
里
説
話
と
近
世
小
説
」
罵
語
園
文
研
究
四
六
、
一
九
七
〇
年
、
一
九

　
～
三
一
頁

⑲
　
関
敬
五
臼
（
編
）
『
日
・
本
蝕
寺
請
…
集
成
臨
（
A
ま
ハ
巻
）
土
用
川
鹸
口
耳
、
　
一
九
五
一
一
仁
牛
を

　
参
照
。

⑳
　
大
林
太
良
『
神
話
学
入
門
』
中
央
公
論
社
、
一
九
六
六
年
、
四
四
～
六
一
頁
、

　
な
ど
を
参
照
。

②
河
合
隼
雄
『
昔
話
と
目
本
人
の
心
隠
岩
波
書
店
、
　
九
八
二
年

お
　
わ
　
り
　
に

　
江
戸
入
が
世
間
話
・
怪
異
小
説
で
受
容
し
た
「
不
思
議
の
場
所
」
に
関
し

て
は
、
第
二
二
一
一
章
の
小
括
で
述
べ
た
の
で
繰
り
返
さ
な
い
。
こ
こ
で
は
第

一
章
で
提
出
し
た
課
題
に
慰
し
筆
者
な
り
の
解
答
を
示
し
て
お
き
た
い
。

　
江
戸
と
い
う
大
都
市
に
お
い
て
、
「
不
思
議
の
場
所
」
の
村
落
モ
デ
ル
が

適
用
で
き
る
の
は
、
家
屋
レ
ヴ
ェ
ル
の
空
間
で
あ
る
。
家
屋
外
部
の
「
不
思

議
の
場
所
偏
は
江
戸
独
自
で
あ
る
。
そ
し
て
辻
と
橋
は
江
戸
で
は
「
不
思
議

の
場
所
」
と
し
て
必
ず
し
も
重
要
と
は
思
わ
れ
な
い
。
た
だ
し
江
戸
人
が
受
　
の

容
し
た
怪
異
小
説
で
は
村
落
モ
デ
ル
の
［
不
思
議
の
場
所
」
が
描
か
れ
て
い
　
継

る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
班



　
そ
こ
で
次
の
二
点
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

　
ま
ず
大
名
屋
敷
な
ど
の
庭
園
が
江
戸
人
の
「
不
思
議
の
場
所
」
と
な
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
場
所
」
を
形
成
す
る
歴
史
的
過
程
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

社
会
的
文
脈
の
中
で
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
世
間
話
と
怪
異
小
説
相
互
の
「
不
思
議
の
場
所
」
の
関
係
が
問
題
と

な
る
。
特
に
家
屋
外
部
で
は
前
者
で
大
名
屋
敷
の
庭
園
が
重
要
で
あ
り
、
後

者
で
は
山
中
が
選
ば
れ
る
。
こ
の
両
者
の
連
関
を
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

推
測
で
あ
る
が
彼
ら
の
「
山
」
に
対
す
る
意
識
が
こ
の
間
題
を
解
く
鍵
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ろ
う
。
こ
の
時
期
の
人
々
は
江
戸
市
中
に
疑
似
的
な
「
山
」
を
求
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

台
地
端
の
屋
敷
の
森
を
山
中
に
見
立
て
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
冒
頭
で
に
も
述
べ
た
よ
う
に
本
稿
は
人
文
主
義
の
立
場
に
立
つ

歴
史
地
理
学
的
試
論
で
あ
る
。
従
っ
て
「
場
所
」
の
理
解
の
た
め
の
「
記

述
」
を
試
み
、
一
定
の
成
果
を
得
た
と
考
え
て
い
る
。
方
法
論
的
問
題
は
稿

を
改
め
て
考
え
た
い
。

①
　
拙
稿
「
歴
史
地
理
学
の
人
文
主
義
的
展
開
・
試
論
（
要
旨
）
」
人
文
地
理
四

　
…
1
六
、
㎝
九
八
九
年
、
八
六
・
八
七
頁

②
　
江
戸
後
期
に
町
人
は
約
三
〇
基
の
富
出
塚
を
市
中
に
建
造
す
る
。
こ
の
人
工

　
富
里
は
現
実
世
界
に
お
け
る
ミ
ロ
ク
浄
土
、
擬
似
他
界
で
あ
る
。
野
村
二
二

　
「
寓
士
塚
考
」
『
宗
教
社
会
史
研
究
』
雄
山
閣
、
　
一
九
八
五
年
、
六
一
二
頁
、

　
宮
田
登
『
ミ
ロ
ク
僑
仰
の
研
究
』
未
来
社
、
一
九
七
五
年
、
一
五
二
頁
。
ま
た

　
本
文
中
で
も
触
れ
た
よ
う
に
築
山
を
中
心
に
山
中
を
模
し
た
江
戸
式
庭
園
が
流

　
行
し
、
町
人
上
層
に
も
及
ぶ
。

⑧
　
江
戸
後
期
に
台
地
端
を
○
○
山
と
呼
ぶ
こ
と
が
流
行
す
る
（
明
治
以
降
は
○

　
○
台
が
一
般
的
）
。
『
江
戸
学
辞
典
』
弘
文
堂
、
　
一
九
八
四
年
、
六
五
頁
。
江
戸

　
入
は
日
常
生
活
に
欠
け
て
い
た
無
秩
序
・
（
文
化
に
対
す
る
）
自
然
性
・
他
界

　
性
を
求
め
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
村
落
社
会
の
世
界
観
は
空
間
的
に
は

　
里
／
山
の
対
立
で
成
立
し
て
お
り
、
こ
の
組
合
せ
が
、
秩
序
／
無
秩
序
、
文
化

　
／
自
然
、
要
旨
／
他
界
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
。
江
二
人
に
は
こ
の
組
合
せ

　
の
後
者
が
欠
け
て
お
り
、
そ
れ
を
回
復
す
る
た
め
、
疑
似
的
な
「
山
」
を
求
め

　
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
（
う
ち
だ
た
だ
よ
し
、
京
都
大
学
教
養
部
助
手
　
京

　
　
　
　
三
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